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　 本 書 は、 都 城 市 教 育 委 員 会 が国・ 県 の 補 助を受 けて実 施した埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 の
記 録です。 各 種 開 発 に 対 し 埋 蔵 文 化 財 の 保 護 を目的に行った試 掘・ 確 認 調 査、 遺 跡 の
範囲確認調査の記録を報告しています。
　この報告書が文化財行政の一資料としてだけではなく、 学校教育・ 生涯学習の場など
で広く活用され、 地域の歴史を知る手掛かりとして活用いただければ幸いです。
　 最 後になりましたが、 多 大なる御 協 力を賜りました各 関 係 機 関、 地 域の皆 様 に 対 し 深
く感謝申し上げます。

　　　平成 31 年 3 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都城市教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　児玉晴男
　

例言

１． 本 書 は、 都 城 市 が 平 成 30 年 度 に 国 宝 重 要 文 化 財 等 保 存 整 備 費 補 助 金 及 び 宮 崎 県 埋 蔵 文 化 財 緊 急 調
査 補 助 金 を 受 け て 実 施 し た 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書 で あ る。

2． 補 助 事 業 の 事 業 主 体 は 都 城 市、 調 査 主 体 は 都 城 市 教 育 委 員 会 で あ る。

3． 調 査 の 目 的 は、 都 城 市 内 の 各 種 開 発 予 定 地 に お け る 埋 蔵 文 化 財 の 有 無 及 び 遺 存 状 況 の 確 認、 遺 跡 の
範 囲 確 認 で あ る。

4． 本 書 で は、 平 成 30 年 度 実 施 の 試 掘 ・ 確 認 調 査 の う ち、 補 助 事 業 と し て 実 施 し た 12 件、 平 成 3 年 度
に 実 施 し た 試 掘 調 査 1 件 の 概 要 を 報 告 し て い る。

5． 現 場 に お け る 記 録 写 真 の 撮 影 及 び ト レ ン チ 配 置 図 ・ 土 層 断 面 図 の 作 成、 製 図、 調 査 概 要 の 作 成 は、
各 調 査 担 当 者 が 行 っ た。

6． 出 土 遺 物 の 実 測 は、文 化 財 課 嘱 託 外 山 亜 紀 子 及 び 整 理 作 業 員 が 行 い、製 図 は 外 山・同 主 任 主 事 原 栄 子・
同 副 主 幹 近 沢 恒 典 が 行 っ た。

7． 本 書 の 編 集 は、 各 担 当 者 が 作 成 し た 調 査 概 要 を も と に 近 沢 が 中 心 と な っ て 行 っ た。

8． 現 場 に お け る 測 量 に は 遺 跡 調 査 シ ス テ ム 「Site Xross」、 本 書 に 使 用 し た 図 面 の 製 図・編 集 に は 「Adobe 
Illustrator CC」・「Adobe InDesign CC」 を 使 用 し て い る。

9． 本 書 の 調 査 区 位 置 図 に 示 し て い る 「過 年 度 調 査 地 点」 は、 本 年 度 以 前 に 試 掘 調 査 ・ 確 認 調 査 ・ 記 録
保 存 を 目 的 と す る 発 掘 調 査 の い ず れ か を 実 施 し た 地 点 で あ る。

10． 出 土 遺 物 及 び 各 種 記 録 類 は、 都 城 市 教 育 委 員 会 で 保 管 し て い る。
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そータム!!1000箇所以上
もあるんだタム～
遺跡の中で工事をするときは、
届出と遺跡の保護が必要
なんだタム～
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　 都 城 盆 地 は 九 州 南 部 内 陸 部 に あ っ て、 霧 島 火 山 群 の 東 南 の ふ も と、 宮 崎 県 南 西 部 か ら 鹿 児 島 県 北 東 部
に か け て 広 が る。 そ の 起 源 は 列 島 形 成 時 の 陥 没 帯 と さ れ る。 基 盤 層 は 四 万 十 累 層 群 と さ れ、 近 隣 火 山 群
の 強 い 影 響 の 下、 シ ラ ス 台 地 な ど の 火 山 噴 出 物 起 源 の 地 形 形 成 が 発 達 し て い る。 南 北 に 細 長 い 盆 地 の 周
縁 に は 標 高 400 ｍ 程 度 の 山 地 が 連 な り、 南 の み が 大 隅 半 島 に む け て 開 口 す る。 四 方 よ り 流 入 す る 河 川
群 は、 盆 地 を 南 北 に 貫 流 す る 大 淀 川 へ と 収 束 さ れ た の ち、 北 縁 の 山 地 帯 を 抜 け 宮 崎 平 野 へ と 至 る。 内 部
地 形 は 大 淀 川 を 境 に 西 側 の シ ラ ス 台 地、 東 の 扇 状 地 性 の 低 位 段 丘 に 大 別 さ れ る。
　 都 城 市 は 東 西 25㎞、 南 北 35㎞、 面 積 約 650 平 方 ㎞、 周 縁 山 地 を 含 む 盆 地 の 大 半 を 占 め て い る。 人 口
規 模 は 約 16 万 人、 中 心 的 な 市 街 地 は 盆 地 底 南 部 の 扇 状 地 面 に 形 成 さ れ て い る。
　 都 城 市 内 に お け る 「 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 」 は、 山 間 部 を 除 く 各 地 形 面 に ま ん べ ん な く 分 布 す る
が、 大 淀 川 や そ の 支 流 沿 い の 河 岸 段 丘 面、 台 地 縁 部、 開 析 扇 状 地 の 側 端 部 に お け る 分 布 密 度 が 高 い。 ま
た、 九 州 南 部 域 で は 霧 島 や 桜 島 な ど の 火 山 群 か ら 噴 出 し た 火 山 灰 が 多 く 分 布 し て お り、 遺 跡 調 査 の 際 の
指 標 と し て 利 用 さ れ て い る。 都 城 市 内 で も 複 数 の 火 山 灰 層 が 確 認 で き る が、 目 視 同 定 が 可 能 な 次 の 6 種
が 試 掘 ・ 確 認 調 査 の 際 に 多 く 利 用 さ れ る。 霧 島 新 燃 岳 享 保 軽 石 (Kr-SmK・ 霧 島 火 山 新 燃 岳 起 源 ・1717 )。
桜 島 3 テ フ ラ (Sz-3・桜 島 文 明 軽 石・桜 島 起 源・1470 年 代・土 層 説 明 で は 白 色 軽 石・灰 白 色 軽 石 と 記 載 )。
霧 島 御 池 軽 石 (Kr-M・ 霧 島 火 山 御 池 起 源 ・ 約 4,600 年 前 ・ 土 層 説 明 で は 黄 色 軽 石 ・ 黄 橙 色 軽 石 と 記 載 )。
鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 (K-Ah・鬼 界 カ ル デ ラ 起 源・約 6,600 年 前 )。 桜 島 11 テ フ ラ (Sz-11・桜 島 起 源・約 8,600
年 前 )。 桜 島 薩 摩 テ フ ラ (Sz-S・ 桜 島 起 源 ・ 約 12,800 年 前 )1).2)。
　 平 成 30 年 度、民 間 事 業 に 伴 う 埋 蔵 文 化 財 の 照 会 件 数 は 440 地 点 ( 集 計 数 値 は 平 成 31 年 2 月 17 日 時 点。
以 下 同 様 ) の 記 録 が 残 り、 公 共 事 業 に 関 し て は 庁 内 の 事 業 調 査 に て 144 事 業 が 把 握 さ れ る。 前 年 度 と 比
較 し、 民 間 事 業 は 30 件 程 度 の 増 加、 公 共 事 業 は ぼ 同 規 模 と な っ て い る。
　 試 掘 ・ 確 認 調 査 は 民 間 事 業 に お い て 70 地 点、 公 共 事 業 で は 33 地 点 の 調 査 を 実 施 し た。 民 間 事 業 で
は 個 人 住 宅 や 宅 地 造 成、 太 陽 光 発 電 施 設、 畜 舎 建 設 な ど 多 岐 に わ た り、 公 共 事 業 で は 道 路 拡 幅、 農 業 基
盤 整 備 事 業、公 有 地 売 却、遺 跡 範 囲 確 認 な ど が 主 体 と な る。 こ れ ら の 試 掘・確 認 調 査 の う ち、31 件 を 国・
県 の 補 助 事 業 と し て 実 施 し た。
　 文 化 財 保 護 法 に 基 づ く 発 掘 届 出 ( 文 化 財 保 護 法 第 93 条 関 係。 以 後、法 と 略 記 ) は 87 件、発 掘 通 知 ( 法
第 94 条 関 係 ) は 23 件 を 宮 崎 県 教 育 委 員 会 へ 進 達 し た。 宮 崎 県 教 育 委 員 会 か ら の 通 知 内 訳 は、 記 録 保 存
の た め の 発 掘 調 査 8 件、 工 事 立 会 い 44 件、 慎 重 工 事 53 件、 処 理 中 2 件、 事 後 提 出 に 対 す る 指 導 3 件
で あ る。 発 掘 調 査 に 関 し て は、 都 城 市 教 育 委 員 会 が 主 体 と な る 調 査 が 4 件 (1 件 は 平 成 29 年 度 か ら の 継
続 )、 宮 崎 県 埋 蔵 文 化 財 セ ン タ ー が 主 体 と な っ た 調 査 が 5 件 で あ る。
　 切 畑 第 3 遺 跡 は、 平 成 3 年 7 月 に 市 道 新 設 に 伴 っ て 実 施 し た 試 掘 調 査 で あ る。 こ の 事 業 は 現 在 ま で
未 報 告 と な っ て い た が、 青 花 磁 器 瓶 の 出 土 な ど、 都 城 盆 地 の 中 世 に お け る 重 要 な 資 料 で あ る た め、 本 書
に て 合 わ せ て 概 要 を 報 告 す る。

【調 査 組 織】 調 査 主 体 　 都 城 市 教 育 委 員 会
　 　 　 教 育 長 　 　 　 　 　 　 児 玉 晴 男
　 　 　 教 育 部 長 　 　 　 　 　 栗 山 一 孝
　 　 　 文 化 財 課 長 　 　 　 　 武 田 浩 明
　 　 　 副 課 長 　 　 　 　 　 　 桒 畑 光 博
　 　 　 副 主 幹 　 　 　 　 　 　 栗 山 葉 子 　 近 沢 恒 典
　 　 　 調 査 担 当 　 　 　 　 　 桒 畑 光 博 　 栗 山 葉 子 　 近 沢 恒 典 　 加 覧 淳 一 　 中 園 剛 史 　 原 栄 子 　 福 添 暁 久 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下 田 代 清 海 　 外 山 亜 紀 子 　 早 瀬 航
　 　 　 庶 務 　 　 　 　 　 　 　 木 下 真 由 美

1．試掘・確認調査の概要

1）早田勉．2006．「8.4 都城盆地とその周辺に分布するテフラ ( 火山灰 )」．『都城市史　資料編　考古』．都城市．
2）テフラの年代は 1) の暦年較正年代を参考とした。
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2．下長飯城ヶ尾遺跡
所  在  地　下長飯町 703
調査原因　個人住宅
調査期間　2018.4.5（再確認：5.6）
調査面積　1.4㎡ ( 再確認：2.1㎡ )

担  当  者　　　桒畑光博・下田代清海・
　　　　　　　外山亜紀子
調査後の措置　工事立会

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 底 南 縁 に 広 が る シ
ラ ス 台 地 群 ( 梅 北 台 地 ) の 北 縁 に 位 置 し、 萩 原 川 と
梅 北 川 に 開 析 さ れ た 河 岸 段 丘 上 に 立 地 し て い る。 現
況 は 宅 地 ・ 畑 地 で あ る。
　調査の結果　 ト レ ン チ 2 箇 所 を 設 定 し、 確 認 調 査
で は 人 力 の み、 再 確 認 調 査 で は 重 機 ・ 人 力 に て 掘 り
下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 現 耕 作 土 (1・2 層 )、 黒 褐 色 土 ( 旧
耕 作 土・3 層 )、黒 色 土 (4・5 層 )、霧 島 御 池 軽 石 (6 層 )
と な る。
　 確 認 調 査 ・ 再 確 認 調 査 ・ 工 事 立 会 に お い て、4 層
上 半 部 よ り、 土 師 器 坏 ・ 高 台 付 碗 ・ 甕、 須 恵 器 等、
多 く の 遺 物 が 出 土 し た。6 層 で 遺 構 検 出 を 実 施 し た
が、 遺 構 は 確 認 さ れ な か っ た。1 ～ 3 は 土 師 器 高 台
付 碗 で あ る。4・5 は 土 師 器 坏 底 部 で 底 部 ヘ ラ 切 り
離 し で あ る。5 は い わ ゆ る 円 盤 高 台 で あ る。9 世 紀
後 半 か ら 10 世 紀 初 頭 の 時 期 が 考 え ら れ る 1)。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 平 安 時 代 前 期 を
中 心 と す る 遺 跡 が 良 好 な 状 態 で 存 在 し て い る 可 能 性
が 高 い と 判 断 し た。

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

図 3．トレンチ土層・出土遺物
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所  在  地　南横市町 4045-1 ほか
調査原因　宅地造成
調査期間　2018.4.24

調査面積　 　　43㎡
担  当  者　　　近沢恒典・下田代清海
調査後の措置　工事立会

3．田谷・尻枝遺跡

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 南 西 部 に 広 が る 成
層 シ ラ ス 台 地 面 （蓑 原 台 地） の 北 縁 部 に 位 置 し、 横
市 川 右 岸 の 河 岸 段 丘 へ と 続 く 台 地 面 の 端 部 に 立 地 し
て い る。 現 況 は 既 存 住 宅 の 撤 去 と 樹 木 を 伐 採 し た あ
と の 荒 地 の 状 態 で あ っ た。2017 年 度 に 実 施 し た 南
側 隣 接 地 の 調 査 で は、 開 発 予 定 地 の 一 部 に て 弥 生 時
代 の 遺 物 包 含 層 を 確 認 し て い る。
　調査の結果　 ト レ ン チ 6 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人
力 に て 掘 り 下 げ、 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 表 土 (1 層 )、 黒 色 土 (2 層 )、 黒 褐
色 土 (3・4 層 )、 霧 島 御 池 軽 石 (5・6 層 ) と な る。 遺
構 検 出 は 4 ～ 5 層 で 実 施 し た。
　1T、3T ～ 6T で は 遺 構・遺 物 は 確 認 さ れ な か っ た。
全 体 的 に 竹 根 な ど の 生 物 擾 乱 が 進 行 し て い た。
　2T で は 北 ～ 西 へ と 緩 や か な 円 弧 状 の 平 面 形 の 浅
い 溝 状 遺 構 (ST1) を 検 出 し た。 断 面 形 状 は 緩 や か な
U 字 状 で あ り、 検 出 面 か ら の 深 さ は 20㎝ 程 度 と 非
常 に 浅 い。2T は 表 土 直 下 が 検 出 面 で あ る 5 層 と な っ
て お り、 上 位 の 削 平 が 考 え ら れ る。
　 溝 内 の 3 箇 所 か ら 弥 生 土 器 片 が ま と ま っ て 出 土 し
た。 い ず れ も 底 面 よ り 10㎝ 程 度 高 い レ ベ ル で あ る。
出 土 位 置 の ま と ま り 内 で 接 合 が 進 み、1 は 完 形 ま で
接 合 し た。1 は 小 型 甕 で あ る。 体 部 の 張 り と 頸 部 の
屈 曲 は 弱 く、 口 縁 部 は 外 方 に 向 か っ て ゆ る や か に 開
く。 明 確 な 脚 台 が つ く。 内 外 面 ハ ケ 目 調 整 で あ る。
口 径 21.6㎝、底 径 5.2㎝、器 高 21㎝。2 は 壺 で あ る。
体 部 か ら 肩 部 に か け て 緩 や か に す ぼ ま り、 頸 部 で 屈
曲 し 口 縁 部 は 短 く 外 反 す る。 口 径 15 ㎝。3 は 刻 み
目 突 帯 の つ く 甕 口 縁 部 で あ る。４は 脚 台 の つ く 甕 底
部 で あ る。1 は 加 覧 氏 分 類 1) の 甕 D3、3 は 甕 C2( 中
溝 式 ) と 考 え ら れ る。 遺 構 の 形 状 と 出 土 遺 物 よ り、
弥 生 時 代 中 期 後 半 ～ 後 期 初 頭 の 周 溝 状 遺 構 と 考 え ら
れ た。
　 以 上 の 点 よ り、 開 発 予 定 地 に は 2T 周 辺 を 中 心 に
弥 生 時 代 の 遺 跡 が 存 在 し て い る 可 能 性 が 高 い と 判 断
し た。

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

図版 1.　2T：ST1( 南東から )
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1）加覧淳一．2014．「都城盆地における弥生時代中期から後期前葉の土器
様相」．『Archaeology From the South Ⅱ　新田栄治先生退職記念論文集』新
田栄治先生退職記念事業会
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図 3．トレンチ土層・平面・出土遺物
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所  在  地　沖水　　太郎坊町 1840-2 ほか
　　　　　志和池　上水流町 1536 ほか
　　　　　庄内　　庄内町 12651-1 ほか
調査原因　地区公民館建設
調査期間　沖水　　2018.4.27
　　　　　志和池　2018.4.27
　　　　　庄内　　2018.11.26~30

調査面積　沖水　　4㎡
　　　　　志和池　2㎡
　　　　　庄内　　12㎡
担  当  者　　　　　加覧淳一・原栄子
調査後の措置　　　慎重工事

4．遺跡枠外（沖水・志和池・庄内地区公民館）

　沖水地区公民館　 開 発 予 定 地 は 盆 地 底 北 半 に 広 が る 開 析 扇 状 地 面 （高 木 原 扇 状 地） の 中 央 に 位 置 し て
い る。旧 北 消 防 署 跡 地 で あ る。ト レ ン チ 1 箇 所 を 設 定 し、重 機・人 力 で 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 層 序 は 造 成 土 (1・2 層 )、 黒 褐 色 土 (3・4 層 )、 に ぶ い 黄 橙 色 土 (5 層 )、 砂 礫 層 (6 層 ) と な る。6 層 は
河 川 作 用 に 伴 う 堆 積 で あ る。 い ず れ の 層 に お い て も 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 さ れ ず、 開 発 予 定 地 に 遺 跡 が 存 在
す る 可 能 性 は 低 い と 判 断 し た。
　志和池地区公民館　 開 発 予 定 地 は 盆 地 北 縁 西 側 に 広 が る シ ラ ス 台 地 面 （谷 頭 台 地） の ほ ぼ 中 央 に 位 置
し て い る。 現 志 和 池 地 区 公 民 館 と 志 和 池 福 祉 セ ン タ ー の 敷 地 内 で あ る。 ト レ ン チ 1 箇 所 を 設 定 し、 人 力
で 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 層 序 は 造 成 土 (1・2 層 )、 灰 褐 色 ～ 黒 褐 色 土 (3 ～ 5 層 ) と な る。 い ず れ の 層 に お い て も 遺 構 ・ 遺 物 は
確 認 さ れ な か っ た。 ま た、 通 常 の 台 地 上 の 土 層 堆 積 と 比 較 し て 4・5 層 の 堆 積 が 厚 く、 浅 い 谷 状 の 旧 地
形 が 考 え ら れ た。 以 上 の 点 よ り、 開 発 予 定 地 に 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 は 低 い と 判 断 し た。

図 1．調査区位置（沖水地区公民館）

図 3．調査区位置（志和池地区公民館）

図 2．トレンチ配置（沖水地区公民館）

図 4．トレンチ配置（志和池地区公民館）
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　庄内地区公民館　 開 発 予 定 地 は、 盆 地 北 西 部、 庄 内 川 左 岸 に 展 開 す る 河 岸 段 丘 面 （庄 内 川 段 丘 群） の
ほ ぼ 中 央 に 位 置 し て い る。 現 庄 内 地 区 公 民 館 の 敷 地 内 で あ る。 ト レ ン チ 3 箇 所 を 設 定 し、 ア ス フ ァ ル ト
を カ ッ タ ー で 切 断 し た の ち、 重 機 ・ 人 力 で 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 層 序 は ア ス フ ァ ル ト ・ 造 成 土 (1 ～ 3 層 )、 黒 褐 色 土 (4 ～ 6 層 )、 霧 島 御 池 軽 石 (7 層 )、 黒 色 土 (8 層 )、
鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 (9・10 層 )、 黒 色 土 (11・12 層 )、 に ぶ い 黄 褐 色 土 層 (13 ～ 15 層 ) と な る。1T・2T
は 造 成 土 が 厚 く、 現 地 表 面 下 2m を 越 え て も 7 層 に 達 し な か っ た。 逆 に 3T で は 7 層 以 上 が 削 平 さ れ て
い た。14 層 ～ 15 層 上 面 に て 数 点 の 焼 礫 が 出 土 し た。な お、北 に 50m の コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 車 庫 予 定 地 (4T)
で も 1T・2T と 同 様 な 堆 積 が 確 認 さ れ た。 以 上 の 点 よ り、 開 発 予 定 地 の 旧 地 形 と し て は、 西 → 東 へ 大 き
く 下 る 谷 地 形 が 考 え ら れ、 良 好 な 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 は 低 い と 判 断 し た。
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沖水地区公民館 志和池地区公民館 庄内地区公民館

【沖水地区公民館】
1　にぶい黄橙色砂質土（黒色粘質土と軽石混交，造成土）
2　褐灰色粘質土（造成土）
3　黒褐色砂質シルト（白色軽石少量混）
4　黒褐色粘質シルト
5　にぶい黄橙色粘質シルト
6　にぶい黄橙色（砂・礫・黄色軽石ブロック混）

【志和池地区公民館】
1　黒褐色土・黄橙色粘質土の混交土（表土）
2　にぶい黄橙色粘質土（黒色土ブロック・礫混，造成土）
3　褐灰色微砂質シルト
4　黒褐色粘質シルト
5　黒褐色粘質シルト（黄色軽石をまんべんなく含む）

【庄内地区公民館】
●1～3T
1　アスファルト
2　オリーブ褐色砂質土＋シラス＋礫・砕石（造成土）
3　暗褐色土（5㎜以下の黄色軽石を多量，オリーブ褐色土ブロック含む，造成土）
4　黒褐色シルト（1㎝以下の黄色軽石多量）
5　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石まんべんなく含む）
6　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石4層より多い）
7　霧島御池軽石
8　黒色粘質シルト
9　にぶい黄褐色シルト
10  鬼界アカホヤ火山灰
11  黒色シルト（5㎜以下の黄橙色軽石少量)
12  黒色シルト（1㎝以下の黄橙色軽石多量，5㎜以下の橙色軽石微量）
13  にぶい黄褐色シルト（5㎝以下の黄橙色軽石をまんべんなく含む，橙色軽石微量）
14  にぶい黄褐色シルト（3㎜以下の黄橙色軽石微量，礫出土）
15  にぶい黄褐色シル土（3㎜以下の黄橙色軽石微量，礫出土）
●4T
1　黄灰砂質土（黄色軽石多量，表土）
2　シラス＋黄色軽石＋オリーブ褐色砂質土（造成土）
3　暗褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石多量，造成土）
4　黒色シルト（5㎜以下の黄色軽石を含む）
5　灰黄砂質土（４層中にブロック状に入る）
6　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石多量）
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図 5．調査区位置（庄内地区公民館） 図 6．トレンチ配置（庄内地区公民館）

図 7．トレンチ土層・平面
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所  在  地　山之口町花木 2405-3
調査原因　市営住宅
調査期間　2018.5.16~17( 再確認：5.29)

調査面積　 　　12㎡ （再確認：6㎡）
担  当  者　　　加覧淳一・外山亜紀子
調査後の措置　協議中

5．遺跡枠外（花木第 3 団地）

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 の 北 東 部、 盆 地 東
縁 の 山 地 帯 （大 谷 山 山 地） と そ の ふ も と に 広 が る 開
析 扇 状 地 面 ( 山 之 口 扇 状 地 ) と の 境 界 域 に 位 置 し て
い る。 山 地 帯 の 裾 部 に 沿 っ て 北 東 - 南 西 に 細 長 く 形
成 さ れ た こ の 境 界 域 は、 丘 陵 地 ・ シ ラ ス 台 地 面 ・ 成
層 シ ラ ス 台 地 面 ・ 河 岸 段 丘 面 ・ 谷 地 形 が 複 合 し、 起
伏 に 富 ん だ 地 形 と な っ て い る。 開 発 予 定 地 は 山 之 口
運 動 公 園 の 南 東 側、 北 か ら 南 へ ゆ る く 下 る シ ラ ス 台
地 面 に 立 地 し て い る。 現 況 は 花 木 第 3 団 地 で あ る。
　 周 辺 域 で は 東 に 一 段 下 る 峯 元 第 1 遺 跡 に て、 縄 文
時 代 晩 期 の 住 居 跡 な ど が 確 認 さ れ て い る 1)。
　調査の結果　 確 認 調 査 ・ 再 確 認 調 査 合 わ せ て ト レ
ン チ 4 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人 力 で 掘 り 下 げ て 地 下
の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 造 成 土 (1・2 層 )、 旧 表 土 (3 層 )、
黒 褐 色 土 (4 層 )、霧 島 御 池 軽 石 (5・6 層 )、黒 色 土 （7
層）、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 （8・9 層）、 黒 褐 色 土 (10
層 )、 桜 島 11 テ フ ラ 濃 集 層 (11a 層 )、 に ぶ い 黄 褐 色
土 (11b 層 )、 褐 灰 色 土 (12 層 ) と な る。
　2T・4 層 よ り 縄 文 時 代 後 晩 期 の 土 器 小 片 が 数 点 出
土 し た の み で あ り、 他 の ト レ ン チ で は 遺 構 ・ 遺 物 は
確 認 さ れ な か っ た。
　 以 上 の 点 よ り、2T 周 辺 に の み、 密 度 の 希 薄 な 縄
文 時 代 の 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。
ま た、 こ の 結 果 に 基 づ き 「 山 之 口 佐 土 原 遺 跡 」( 縄
文 ／ 散 布 地 ) と し て 新 規 登 録 し た。

図 1．調査区位置

図 3．トレンチ土層

図 2．トレンチ配置

1a  褐灰色砂質土（シラス・黄色軽石・礫混，造成土）
1b  黄色軽石主体の造成土（旧団地造成時の形成？）
2　黒褐色微粘質シルト（黄色・白色軽石まんべんなく含む）
3　黒褐色粘質シルト（白色軽石まんべんなく混ざる,旧表土）
4　黒褐色粘質シルト　
5　黒褐色粘質シルト（1㎝以下の黄色軽石をまんべんなく含む）
6　霧島御池軽石
7　黒色粘質シルト
8　二次アカホヤ
9　鬼界アカホヤ火山灰
10  黒褐色粘質シルト
11a   にぶい黄褐色粘質シルト（桜島11火山灰濃集層）
11b   にぶい黄褐色粘質シルト
12　褐灰色粘質シルト
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1）都城市教育委員会．2018．『都城市内遺跡 11』
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所  在  地　五十町 1092 ほか
調査原因　宅地造成・個人住宅
調査期間　2018.5.24~25（再確認 6.12~13）

調査面積　 　　38㎡ （再確認・46㎡）
担  当  者　　　原栄子・外山亜紀子
調査後の措置　工事立会

6．八幡城遺跡

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 南 西 部 に 広 が る 成
層 シ ラ ス 台 地 面 （蓑 原 台 地） の 南 東 端、 開 析 谷 に 面
し た 台 地 端 部 に 立 地 し て い る。 谷 を 挟 ん だ 北 東 側 に
は 中 世 城 郭 「都 城」 が 形 成 さ れ て い る。 当 該 地 は 八
幡 城 遺 と 瀬 戸 ノ 上 遺 跡 と の 境 界 域 に あ る。 瀬 戸 ノ 上
遺 跡 で は 2013 ～ 2017 年 の 確 認 調 査 に て、2013・
2016 年 度 は 近 世 溝 状 遺 構 と 掘 建 柱 建 物 跡、2017 年
度 は 開 発 予 定 地 に 隣 接 す る 南 北 方 向 の 道 路 に 平 行 す
る 非 常 に 大 規 模 な 中 世 溝 状 遺 構 を 検 出 し て い る。 な
お、 こ の 南 北 方 向 の 道 路 は、 位 置 関 係 か ら 文 化 ・ 文
政 年 間 の 編 纂 資 料「庄 内 地 理 志」の「五 拾 町 村 絵 図」

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

過年度
調査地点

1/10000

瀬戸ノ上遺跡

八幡城遺跡

2013.2016

2017

に あ る 「道 A」 に 推 定 さ れ、 近 世 期 か ら 続 く 道 と 考 え ら れ る。 本 開 発 で は 補 助 事 業 に て 確 認 調 査 を 実 施
し た ほ か、 市 単 独 予 算 に て 再 確 認 調 査、 工 事 立 会 を 実 施 し た。 再 確 認 調 査 ・ 工 事 立 会 共 に 本 遺 跡 の 理 解
の た め に 必 要 な 情 報 で あ る た め、 本 項 に て 併 せ て 報 告 す る。
　調査の結果　 ト レ ン チ 9 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人 力 に て 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。 層 序 は 表
土 (1 層 )、桜 島 文 明 軽 石 (2 層 )、黒 色 土 (3 層 )、黒 褐 色 土 (4 層 )、霧 島 御 池 軽 石 （5・6 層）、黒 色 土 （7 層）、
鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 (8・9 層 )、 黒 色 土 (10・11 層 )、 黒 褐 色 土 (12・13 層 ) と な る。
　 確 認 調 査 で は、1T で 近 世 以 降 の 溝 状 遺 構 ・ ピ ッ ト、4T に て ピ ッ ト、7T で 近 世 以 降 と 考 え ら れ る 硬 化
面、8T・9T に て 溝 状 遺 構 を 検 出 し た。 遺 物 は 2T・3 層 に て 中 世 土 師 器 片、 近 世 擂 鉢 等 が 出 土 し て い る。
再 確 認 調 査 ト レ ン チ は 1T・7T・2T の 間 に 設 定 し た。 南 北 に の び る 溝 状 遺 構 (SD1)、 ピ ッ ト を 検 出 し た。
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1　褐灰色砂質シルト＋灰黄褐色砂質シルト（灰白色軽石を多く含む，表土）
2　桜島文明軽石
3　黒色粘質シルト（2㎜以下の黄色軽石微量）
4　黒褐色弱粘質シルト（2㎜以下の黄色軽石をまんべんなく含む）
5　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石を多量，霧島御池軽石漸移層
6　霧島御池軽石
7　黒色粘質シルト
8　鬼界アカホヤ火山灰
9　アカホヤ豆石
10  黒色シルト（5㎜以下の橙色軽石をまんべんなく含む）
11  黒色シルト（1㎝以下の橙色軽石多量）
12  黒褐色シルト（2㎝以下の橙色軽石多量）
13  黒褐色シルト（5㎜以下の橙色軽石微量）

【P1・2】
①　黒褐色砂質土（5㎜以下の白色・黄色軽石を含む）
②　黒褐色シルト土（3㎜以下の黄色軽石を含む）

【P3】
③　黒褐色砂質シルト　５㎜以下の白色・黄色軽石を含む
④　黒褐色砂質シルト　１㎝以下の黄色軽石を多く含む　軟質
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【P4】
①　黒褐色砂質シルト（2㎜以下の黄色軽石・灰白色軽石を含む）
②　黒褐色シルト（2㎜以下の黄色軽石微量）

【P5】
①　黒褐色砂質シルト（５㎜大の白色軽石・１㎜以下の黄色軽石を含む）

【SF1】
ア　黒褐色砂質土（灰白色軽石含む，黄色軽石微量）
イ　灰色軽石＋黄色軽石＋黒褐色シルト＋シラス（硬化面，一部赤色化）

【SD2】
①　黒褐色シルト(1㎝以下の黄色軽石多量）
②　黒色シルト（5㎜以下の黄色軽石微量）
③　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石をブロック状に含む）
④　黒色シルト（5㎜以下の黄色軽石微量，②層より少ない）
⑤　黒褐色シルト（1㎝以下の黄色軽石多量）
⑥　黒褐色シルト（1㎝大の黄色軽石多量）
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SD1 か ら は 18 世 紀 代 の 薩 摩 焼 碗 底 部 や 擂 鉢 が 出 土 し た。 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 中 世 ・ 近 世
の 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。
　 工 事 立 会 は ① 8 月 21 日、 ② 10 月 25・26 日、 ③ 平 成 31 年 2 月 12 日 に 行 っ た。 ① ・ ② で は 遺 構 を 確
認 し た た め、 工 事 を 一 時 中 断 し、 調 査 ・ 記 録 を 実 施 し た。 ① で は 底 面 に 硬 化 面 を も つ 不 整 形 な 落 ち 込
み (SX2)、 ② で は 直 角 に 屈 曲 す る 浅 い 溝 状 遺 構 (SD1)、 東 西 方 向 の 溝 状 遺 構 (SD3)、 ピ ッ ト 等 を 検 出 し た。
SD1 は 位 置 関 係 よ り 再 確 認 調 査 SD1 と の 接 続 が 考 え ら れ る。SD3 は 一 部 が 二 段 掘 り と な る 非 常 に し っ か
り と し た 溝 状 遺 構 で あ り、 天 目 椀 (3) が 出 土 し た。P8・10・11・14 は 直 列 し て お り、 柵 列 の 可 能 性 が あ る。
P6 か ら 天 目 椀 (4) が 出 土 し た。 ③ で は 掘 削 は 表 土 中 に 留 ま り、 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 さ れ な か っ た。

図 4．確認調査トレンチ土層・平面
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b2　灰褐色砂質土（白色火山灰をブロック状に含む，桜島大正火山灰か？）
c3　灰褐色砂質土（1㎝以下の白色軽石をまんべんなく含む）
d4　黒褐色土（3㎜以下の黄色軽石をまんべんなく含む）
e5　黒褐色土（5㎜以下の黄色軽石少量，白色砂？火山灰？を部分的に含む）
f6　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石をまんべんなく含む）
g7　黒褐色シルト（黄色軽石をブロック状に含む）
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プラン検出部分（未掘）
硬化面

図版2.　遠景 (南西から開発予定地・都城跡を望む）図版 1.　五拾町村絵図 ( 部分 )：庄内地理志 ( 巻 65)

図 4．再確認調査・工事立会①トレンチ土層・平面

開発予定地
推定地

道 A

（都城島津伝承館蔵）
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図版 4.　工事立会②：SD2（西から）図版 3.　工事立会②（真上から・上が東）
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ｲ　黒褐色砂質土（2㎜以下の黄色軽石少量，白色軽石微量）

【SX1:A-A’】
a　黒色砂質土（5㎜以下の黄色軽石をまんべんなく
　含む，白色軽石少量）
b　黒色シルト土（5㎜以下の黄色軽石少量）
c　b層＋シラス
d    b層＋アカホヤ

【SD3】
a　黒色微粘質シルト（3㎜以下の黄色軽石少量）
b　黒色シルト（5㎜以下の黄色軽石をまんべんなく含む）
c　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石多量）
d　４＋アカホヤブロック
e　黄色軽石+黒色土ブロック+アカホヤブロック
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工事立会・SD3( 土師器坏 ) 工事立会・SD3( 土師器坏 ) 工事立会・SD3・3 層 ( 天目椀 ) 工事立会・P6( 天目椀 )

1
2 3 4

1　褐灰色砂質シルト＋灰黄褐色砂質シルト（灰白色軽石を多く含む，表土）
2　桜島文明軽石
3　黒色粘質シルト（2㎜以下の黄色軽石微量）
4　黒褐色弱粘質シルト（2㎜以下の黄色軽石をまんべんなく含む）
5　黒褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石を多量，霧島御池軽石漸移層
6　霧島御池軽石
7　黒色粘質シルト
8　鬼界アカホヤ火山灰
9　アカホヤ豆石
10  黒色シルト（5㎜以下の橙色軽石をまんべんなく含む）
11  黒色シルト（1㎝以下の橙色軽石多量）
12  黒褐色シルト（2㎝以下の橙色軽石多量）
13  黒褐色シルト（5㎜以下の橙色軽石微量）

図 5．工事立会②土層・平面・出土遺物
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所  在  地　郡元町 2688-3 ほか
調査原因　不動産鑑定
調査期間　2018.8.1
調査面積　35㎡

担  当  者　　　近沢恒典・原栄子・
　　　　　　　下田代清海
調査後の措置　現状保存

7．白拍子遺跡

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 底 南 半 に 広 が る 開 析 扇 状 地 面 ( 一 万 城 扇 状 地 ) の 北 縁 部 に 位 置 し て い
る。 周 辺 に は 非 常 に 細 い 道 と 宅 地・畑 地 が 入 り 組 ん で お り、 近 世 以 来 の 地 割 を 残 し て い る。 現 況 は 畑 地・
宅 地 ・ 竹 林 で あ る。 開 発 予 定 地 の 南 に 隣 接 す る 道 路 拡 幅 事 業 で は、 近 世 の 道 路 状 遺 構 と 近 世 陶 磁 器 類 が
確 認 さ れ て い る。
　調査の結果　 ト レ ン チ 8 箇 所 を 設 定 し、 重 機 ・ 人 力 に て 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 表 土 (1 層 )、桜 島 文 明 軽 石 (2 層 )、黒 色 土 (3 層 )、黒 褐 色 土 (4 層 )、霧 島 御 池 軽 石 （5・

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

開発予定地

200m 0

1/10000

過年度
調査地点

6T
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5T

8T

SD4

遺跡残存推定範囲

SD3

SD1

SD2

20m 0

1/1000

溝状遺構推定ライン

6 層） と な る。4 ～ 6 層 で 遺 構 検 出 を 行 っ た。
　2T・5T ～ 7T で は 南 北 方 向 に の び る 溝 状 遺 構 (SD1)
を 検 出 し た。 検 出 面 で の 幅 約 1 ｍ、 検 出 面 か ら の 深 さ
約 0.8 ｍ。 断 面 形 は 緩 や か な U 字 状 で 東 壁 の 方 が 傾 斜
が や や 緩 い。 埋 土 上 位 に は 多 量 の 桜 島 文 明 軽 石 (a 層 )
が 堆 積 し て い た。 遺 物 は 出 土 し て い な い が、 桜 島 文 明
軽 石 の 堆 積 よ り、中 世 期 の 可 能 性 が 高 い と 考 え た。5T
で は SD1 と 重 複 す る 東 西 方 向 に の び る 溝 状 遺 構 (SD3)
を 検 出 し た。 近 代 遺 物 の 出 土 と 埋 土 に 桜 島 大 正 火 山
灰 (d 層 ) を 含 む 点 よ り 近 代 遺 構 と し た。3T で は 幅 約
1.6 ｍ、深 さ 約 1 ｍ の 南 北 方 向 に の び る 溝 状 遺 構 (SD2) 
を 検 出 し た。 断 面 形 は 端 正 な V 字 状 で あ る。 備 前 焼
甕 片 が 出 土 し て お り 中 世 遺 構 と 把 握 し た。6T・7T で
は 埋 土 中 に 白 色 粘 土 層 を 含 む 土 坑 を 検 出 し た。 平 面 形
は 直 径 約 1.2 ｍ の 円 形 で あ る。18 世 紀 以 降 の 薩 摩 焼
が 出 土 し て お り、 近 世 遺 構 と 考 え ら れ た。8T で は 幅
約 0.8 ｍ、 深 さ 約 0.4 ｍ の 南 東 - 北 西 方 向 に の び る 溝
状 遺 構 (SD4) を 検 出 し た。遺 物 は な く、時 期 不 明 で あ る。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に は 中 央 よ り 東 側 を 中
心 に、 中 世 か ら 近 代 に か け て の 遺 跡 が 存 在 し て い る 可
能 性 が 高 い と 判 断 し た。

図版 1．6T：SD1（西から）
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図 3．トレンチ土層・平面
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所  在  地　高城町有水 2833-2
調査原因　墳丘保全
調査期間　2018.8.16~24
調査面積　 24㎡

担  当  者　　　桒畑光博・福添暁久・
　　　　　　　加覧淳一・原栄子
調査後の措置　現状保存

8．宮崎県指定史跡　高城町古墳（19 号）

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 の 北 東 部、 大 淀 川
左 岸 に 展 開 す る シ ラ ス 台 地 ・ 成 層 シ ラ ス 台 地 群 内 ( 田
辺 - 有 水 台 地 群 ) に 位 置 し、 有 水 川 を 見 下 ろ す 標 高 約
143 ｍ の 尾 根 状 地 形 の 南 端 頂 部 付 近 に 立 地 し て い る。
北 ・ 東 側 は 成 層 シ ラ ス 台 地 面 が 続 き 緩 や か に 北 へ 下 る
が、 西 ・ 南 側 は 大 き く 下 り、 有 水 川 沿 い の 河 岸 段 丘 面
に 接 続 す る。1935 年 7 月 2 日 に 円 墳 と し て 宮 崎 県 指
定 史 跡 と な っ た。 現 在 は 畑・宅 地・進 入 路・市 道 に よ っ
て 周 囲 を 削 ら れ、 い び つ な 平 面 形 と な っ て い る。 周 辺
に は 西 に 少 し 下 っ た 面 に 県 指 定 古 墳 (20 号 ) が 立 地 し
て い る。
　調査の結果　 今 回 の 調 査 は、 民 家 へ の 進 入 路 に 面 し
て い る 古 墳 法 面 の 崩 落 防 止 を 目 的 と し た 養 生 シ ー ト 設
置 に 起 因 す る。 調 査 の 方 法 は、 養 生 シ ー ト 設 置 面 の 精
査 及 び 記 録 と 周 溝 確 認 の た め の ト レ ン チ 調 査 で あ る。
　 ト レ ン チ に お け る 層 序 は 表 土 （1 層 ）、 霧 島 新 燃 享
保 軽 石 (2 層 )、 周 溝 埋 土 (3 ～ 9 層 ・5 層 ： 霧 島 高 原 ス
コ リ ア )、SC1(10 ～ 12 層 )、墳 丘 盛 土 (15 層 )、黒 色 土 (16
層 )、 霧 島 御 池 軽 石 (17 層 )、 黒 色 土 (18 層 ) と な る。
　1T で 確 認 さ れ た 周 溝 は、 幅 約 5 ｍ、 墳 丘 盛 土 最 下
層 (15 層 ) か ら の 深 さ 約 1 ｍ で あ っ た。 断 面 形 態 は 緩
い 弧 状 で、 埋 土 上 部 に は 霧 島 火 山 起 源 の 歴 史 時 代 の テ
フ ラ (5 層 ) が 堆 積 し て い た。 周 溝 の 西 端 部 に お い て、
周 溝 か ら 墳 丘 下 へ と 続 く 黒 色 土 の 落 ち 込 み (SC1) を 検

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

開発予定地

宮崎県指定高城町古墳（20号）

200m 0

1/10000
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調査地点

1T

宮崎県指定高城町古墳(20号) 40m 0

1/2000

図版 2.　周溝土層断面：（西から）図版 1.　空中写真（真上から・上が北）

出 し た。 位 置 と 形 状 よ り、 周 溝 端 部 か ら 墳 丘 下 に 向 け て 構 築 さ れ た 地 下 式 横 穴 墓 と 考 え ら れ る。
　 墳 丘 は 進 入 路 の 路 面 か ら 墳 丘 面 ま で が、 高 さ 約 2m の ほ ぼ 垂 直 な 法 面 ( 壁 面 ) と な っ て い る。 法 面 の
精 査 か ら、 墳 丘 が 霧 島 御 池 軽 石 (5 層 ) 上 の 黒 色 土 層 (3 層 ) 上 面 に 構 築 さ れ て い る こ と が わ か る。 墳 丘
形 成 土 は 3 層 起 源 と 考 え ら れ る 黒 色 弱 粘 質 シ ル ト が 主 体 と な る ル ー ズ な 土 (2 層 ) で あ っ た。 黄 橙 色 軽
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10m 0

1/150

148.5m

148.0m

147.0m

147.5m

3

不明瞭

2
2

AA
BB’

C’

A

C’

B

A

C

C’

B

1

B’

45

1　暗褐色～黒褐色砂質土（3㎜以下の黄橙色軽石・5㎜以下の礫含む，上面に1㎝以下の浅黄色軽石と1㎝以下の暗褐色スコリア粒散乱，全体的に植物根による擾乱が著しい）
2　黒色弱粘質シルト（1㎝以下の黄橙色軽石含む，所々に2㎝以下の黄橙色軽石を含む箇所あり，上半部は植物による擾乱著しい，本来は小さな盛土ブロックの単位が存在するはずだが、
　   根等による擾乱のため、把握が困難）
3　黒色弱粘質シルト（1㎝以下の黄橙色軽石含む）
4　暗褐色シルト（1㎝以下の黄橙色軽石多量，霧島御池軽石漸移層）
5　2㎝以下の黄橙色軽石（5㎜以下の岩片少量，霧島御池軽石）
A　黒色弱粘質シルト（2㎝以下の黄橙色軽石を2層より多く含む，粒が揃っていない）
B　黒色弱粘質シルト（2㎝以下の黄橙色軽石多量）
C　2㎝以下の黄橙色軽石を主体，黒褐色弱粘質シルトを少量含む
○’  固くしまる

不明瞭

AA

A’

B’
146.7m

墳丘土層展開

図 3．墳丘平面・断面・土層
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図 4．トレンチ土層・平面

図 5．出土遺物

図版 4．墳丘土層（北西部）図版 3.　SC1（東から）

石 の 含 有 量 等 に よ り 一 部 は 細 分 で き た が、 植 物 擾 乱 等 の 影 響 が 大 き く 盛 土 ブ ロ ッ ク の 単 位 を 明 確 に す
る こ と は で き な か っ た。3 層 と 墳 頂 部 と の 比 高 差 と 周 溝 円 周 復 元 よ り、 径 17m、 高 さ 3 ｍ 以 上 の 墳 形 が
推 定 さ れ た。 遺 物 は 須 恵 器 甕 片 が 周 溝 1 層 よ り 1 点 出 土 し、5 点 を ト レ ン チ 周 辺 で 表 採 し た。1 ～ 4 は
胴 部 片 で 外 面 調 整 に は 平 行 タ タ キ (1・2)、 格 子 目 タ タ キ (3・4) が あ り、 内 面 は 丁 寧 な ナ デ で あ る。5・6
は 同 一 個 体 と 考 え ら れ る 頸 部 付 近 で、 外 面 は 格 子 目 タ タ キ を 丁 寧 に ナ デ 消 し て い る。TK216 に あ た る と
考 え ら れ る 1)。 以 上 の 点 よ り、 本 古 墳 の 形 状 と し て は、 墳 径 17 ｍ、 周 溝 幅 5 ｍ、 地 下 式 横 穴 墓 を 伴 う
円 墳 が 考 え ら れ た。 ま た、 出 土 状 況 が 不 安 定 で は あ る が、 遺 物 の 時 期 は 5 世 紀 前 半 を 示 し て い る。

0 2m 

1/60

1T：北壁

1T：平面

プラン検出部分（未掘）

1　黒褐色砂質土（礫・白色軽石・黄橙色軽石・ビニー
ル・現代ゴミ含む）
2　灰褐色砂質土（2㎝以下の浅黄色軽石多量，霧島
新燃享保軽石：1717年）　
3　黒褐色砂質土（2㎝以下の黄橙色軽石・礫混）
4　黒色砂質土（2㎝以下の黄橙色軽石混）
5　赤褐色スコリア(上方粗粒化＝逆級化・霧島高原
スコリア：1235年か)
6　黒色シルト（3㎝以下の黄橙色軽石を含む）
7　黒色シルト（5㎝以下の黄橙色軽石多量）
8　黒色シルト（5㎝以下の黄橙色軽石を密に含む）
9　黒色シルト（5㎝以下の黄橙色軽石のブロック，黄
橙色軽石細粒含む，硬くしまる，細分可能）
10  黒褐色シルト（2㎝以下の黄橙色軽石を多く含む）
11  黒褐色シルト（黄橙色軽石と黄橙色軽石ブロックとの混層）
12  黒褐色シルト（2㎝以下の黄橙色軽石含む）
13  黒色シルト（2㎝以下の黄橙色軽石含む）
14  黒色シルト（2㎝以下の黄橙色軽石のブロック）
15  黒色シルト（2㎝以下の黄橙色軽石ブロックと黄
橙色軽石細粒を含む，やや硬くしまる，墳丘最下部盛
土)
16  黒色シルト
17  黄橙色軽石（霧島御池軽石）
18  黒色粘質シルトN

1

2
34水道管

SC1

SC1

SD1

16

加工面
(掘削ライン)

機能時周溝底

5

6
7
8

9

10 17

17

18

17

11

12

13

13 15

15

14

146.7m

0 10cm 

1/3

1T・1 層

表採 表採

表採 表採

表採
1

3
4

2

5

6

1）甲斐康大氏（延岡市教育委員会）の御教示による。
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所  在  地　都島町 863-1 ほか
調査原因　不動産鑑定
調査期間　2018.9.11

調査面積　 　　6㎡
担  当  者　　　加覧淳一
調査後の措置　協議中

9．都城跡（中之城）

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 底 南 西 部 に 広 が る 成
層 シ ラ ス 台 地 面 （蓑 原 台 地） の 南 東 端 に 形 成 さ れ た 中
世 城 郭 「 都 城 」 内 に 位 置 し て い る。「 都 城 」 は シ ラ ス
台 地 の 端 部 を 空 堀 に よ っ て 分 割 し 曲 輪 を 構 築 し た 「群
郭 式 城 郭」 1) で あ り、 大 淀 川 を 背 後 に し た 本 丸 か ら 西
へ と 城 域 を 展 開 さ せ る。
　 開 発 予 定 地 は 中 之 城 の 北 西 端 に あ り、 西 側 の 外 城 と
の 間 に あ る 直 線 的 な 空 堀 「馬 乗 馬 場」 と の 境 界 付 近 と
考 え ら れ る。 中 之 城 の 曲 輪 内 で は、1972 年 に 発 掘 調
査、1996 年・2005 年 に 確 認 調 査 を 実 施 し て い る 2)・3)。
1972 年 の 調 査 で は 幅 10 ｍ 以 上 の 大 規 模 な 道 路 状 遺 構
の ほ か、 多 数 の 建 物 跡、 石 組 み 列 等 を 検 出 し て い る。
1996 年 の 調 査 区 は 曲 輪 南 端 部 に あ た り、 幅 15 ｍ の 堀
状 遺 構 と、 そ れ を 版 築 で 埋 め て 地 上 げ し て い く 過 程 で
構 築 さ れ た 石 畳 を 伴 う 石 組 み 井 戸 を 検 出 し て い る。
　調査の結果　 ト レ ン チ 1 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人 力
に て 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 表 土 （1 層 ）、 二 次 シ ラ ス （2 層 ）、
シ ラ ス （3 層 ） と な り、 大 規 模 な 削 平 が 認 め ら れ た。
遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 さ れ な か っ た。 国 土 地 理 院 の 空 中 写
真 で は、1948 ～ 1965 年 の 間 に 地 形 が 変 化 し て い る 様
相 が み て と れ、 そ の 期 間 中 の 破 壊 と 考 え ら れ た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 に 遺 跡 が 存 在 す る 可 能
性 は 低 い と 判 断 し た。

図 2．トレンチ配置

1）八巻孝夫．1991．「都之城について　縄張検討による現状把握」『平成 2 年
度遺跡発掘調査概報』．都城市教育委員会
2）都城市教育委員会．1983．『都城跡・中之城跡発掘調査』
3）都城市．2006．「都城跡」『都城市史　資料編　考古』

0 2m 

1/60

1T：北壁

1　黒褐色粘質土+白色粘土+灰白色砂（造成土）
2　灰白色砂・黄橙色軽石・白色軽石（互層状，シラス二次堆積）
3　シラス

１

2

3

図 3．トレンチ土層 図版 1．都城絵図（都城島津伝承館蔵）

開発予定地推定地

過年度
調査地点

miti-

１T

【外城】

【中之城】

40m 0

1/2000

図 1．調査区位置（八巻 1991 に加筆）
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0 2m 

1/60

1T：北壁

1T：平面

土器

４ ４５

６ ６

７

８
９a

9b

10
11

12

土器

４
５

６

7

2T：北壁

3T：東壁

５ ５６

４T：西壁

６

６

６ ７

サブトレンチ
a

a

1

1

1

1

1  　表土
4　  黒色シルト(5㎜以下の黄色軽石やや多，遺物包含層)
5　  褐色砂質シルト（5㎜以下の黄色軽石多量，遺物包含層)
6　  霧島御池軽石層漸移層
7　  霧島御池軽石層
8　  黒色シルト（粘性）
9a    鬼界アカホヤ火山灰漸移層　
9b    鬼界アカホヤ火山灰層(下部に豆石)
10    黒褐色粘質土（4㎜以下の黄色軽石をまばらに含む）
11    黒褐色～暗褐色シルト（1㎝以下の橙色め白色軽石少量）
12　暗褐色シルト(1㎝以下の黄色軽石ごく微量）
13　褐色シルト(暗褐色ブロック混，2㎝以下の黄色軽石ごく微量，固い)

ア　8層に黄色軽石やや多 （ 樹根？）
イ　黒色シルト(1㎝以下の黄色軽石やや多，樹痕？)

a　  黒褐色シルト(1㎝以下の黄色軽石少量，4層主体) 

ア

13

ｲ

樹根

樹根？

P1

P1

P2

P2

N

プラン検出部分（未掘）

所  在  地　山之口町富吉 6483-2 ほか
調査原因　畑地かんがい事業「高才第 3 地区」
調査期間　2018.11.27

調査面積　 　　24㎡
担  当  者　　　近沢恒典・下田代清海
調査後の措置　協議中

10．犬王遺跡

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 の 東 縁 部、 富 吉 川 の
上 流 域 に 形 成 さ れ る 開 析 扇 状 地 面 ( 富 吉 扇 状 地 ) に 位
置 し て い る。 今 回 の 調 査 区 は 扇 状 地 面 の 北 東 部 に あ
り、 西 に の び る 谷 地 形 の 谷 頭 部 へ と 下 る 斜 面 の 上 位 部
分 に 立 地 し て い る。 周 辺 域 で は 畑 地 か ん が い 事 業 に 伴
う 一 連 の 確 認 調 査 で、 縄 文 ・ 弥 生 ・ 古 代 の 遺 跡 を 確 認
し て い る。
　調査の結果　 ト レ ン チ 4 箇 所 を 設 定 し、 重 機・人 力
に て 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は 耕 作 土 (1 層 )、黒 色 土 (4 層 )、褐 色 土 (5
層）、 霧 島 御 池 軽 石 (6・7 層 )、 黒 色 土 (8 層 )、 鬼 界 ア
カ ホ ヤ 火 山 灰 (9 層 )、 黒 色 土 (10 層 )、 黒 褐 色 ～ 暗 褐
色 土 (11 層 )、暗 褐 色 土 (12 層 )、褐 色 土 (13 層 ) と な る。
層 番 号 は 一 連 の 調 査 に お け る 基 本 土 層 に 従 っ て い る た
め、 当 該 地 に お い て は 欠 如 し て い る 層 も あ る。
　1T で は 7 層 上 面 に て ピ ッ ト 2 基 (P1・2) を 検 出 し た。
埋 土 中 よ り 古 代 土 師 器 片 が 出 土 し て い る。2T で は 4・
5 層 よ り 縄 文 土 器 片 ・ 古 代 土 師 器 片 が 出 土 し た。
　 以 上 の 結 果 よ り、 開 発 予 定 地 の 一 部 に は 縄 文 時 代 ・
古 代 の 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

図 3．トレンチ土層・平面

開発予定地

200m 0

1/10000

過年度
調査地点

1T

2T

遺跡残存推定範囲

3T

4T

40m 0

1/2000
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所  在  地　下川東四丁目 4037 ほか
調査原因　公園造成
調査期間　2018.12.12~13
調査面積　 85㎡

担  当  者　　　近沢恒典・加覧淳一・
　　　　　　　下田代清海
調査後の措置　協議中

11．遺跡枠外（下川東四丁目）

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 の ほ ぼ 中 央、 大 淀
川 ・ 沖 水 川 ・ 横 市 川 の 合 流 点 南 東 の 河 川 氾 濫 原 面 に 立
地 し て い る。 現 況 は 水 田 で あ る。 東 側 の 中 尾 下 遺 跡 1)

で は、2008 年 の 調 査 に て 古 代 建 物 跡 や 近 世 水 田 が 確
認 さ れ、 多 量 の 古 代 遺 物 が 出 土 し て い る。
　調査の結果　開 発 予 定 地 に ト レ ン チ 15 箇 所 を 設 定
し、 重 機 ・ 人 力 で 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。

基 本 的 な 層 序 は 表 土 (1 層 )、旧 耕 作 土 (2 層 )、造 成 土・
洪 水 堆 積 (3・4 層 )、 桜 島 文 明 軽 石 (5 層 )、 黒 色 土 (6
層 )、 霧 島 御 池 軽 石 (7 層 )、 黒 色 土 (8 層 )、 鬼 界 ア カ
ホ ヤ 火 山 灰 (9・10 層 )、 黒 褐 色 ～ 黒 色 シ ル ト (11・12 図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

2008年本調査区
中尾下遺跡

1T
10T

15T

2T
3T

8T

9T

5T
6T

7T
11T

13T

12T

14T

4T

古代遺物包含層

中世水田・中世遺物包含層

遺跡残存推定範囲

100m 0

1/3000

開発予定地

200m 0

1/10000

過年度
調査地点

層 )、 白 色 軽 石 (13 層 )、 黒 褐 色 ～ 暗 褐 色 シ ル ト (14・15 層 )、 砂・砂 礫 層 ( 洪 水 堆 積 a1 ～ a9 層 ) と な る。
1 ～ 3T・5 ～ 10T・15T で は、1 層 下 が 複 数 の 砂 層 を 挟 む 旧 耕 作 土 層 ・ 造 成 土 層 (2・3 層 )、 砂 礫 層

(a6 層 ) と な っ て い た。7T・3a 層 出 土 の 近 現 代 磁 器 片 よ り、近 現 代 以 降 に 造 成 さ れ た 耕 作 地 と 考 え ら れ る。
東 側 の 4T・11 ～ 14T で は、7 層 や 10 層 等 の 台 地 的 な 堆 積 と な る。 中 尾 下 遺 跡 と 同 様 な 河 川 氾 濫 原 面

の 残 丘 地 形 と 考 え ら れ る。 土 層 断 面 か ら は 東 → 西、 北 → 南 へ 下 る 地 形 が 推 定 さ れ る。11・12T で は 1 層
直 下 が 上 部 を 削 平 さ れ た 7 層 と な っ て い た。11T の 西 側 で は 大 き な 落 ち 込 み (SX) を 検 出 し た。 土 層 断 面
の 観 察 で は 上 位 の SX1 と 下 位 の SX2 に 分 け ら れ、SX1 は 埋 土 主 体 が 2 層 で あ る こ と よ り 近 現 代 以 降 の
水 田 遺 構 と 考 え ら れ る。SX2 は 非 常 に 深 い V 字 状 断 面 の 大 型 溝 状 遺 構 の 可 能 性 が あ る が、 西 側 端 が 検 出
で き て い な い た め、 詳 細 な 形 状 ・ 用 途 は 不 明 で あ る。4T で は ラ ミ ナ 状 の 砂 の 混 じ る 洪 水 堆 積 と 造 成 土
層 (4・6 層 ) よ り 多 量 の 古 代 ・ 中 世 の 遺 物 が 出 土 し た。13T で は 5 層 に 覆 わ れ た 中 世 水 田 跡 を 検 出 し た。
そ の 下 は 古 代 遺 物 を 多 量 に 含 む 黒 色 土 層 (6 層 ) と な る。4T と 同 様、 一 部 に ラ ミ ナ 状 の 砂 の 堆 積 が あ り
洪 水 の 影 響 が 想 定 さ れ る。14T で は a6 層 の 下 が 中 世 遺 物 を 含 む 造 成 土 層 (4 層 ) と な っ て い た。
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4a   暗灰色シルト（やや砂質，白色・黄色軽石少量）　
4b  黒褐色シルト（やや砂質，白色・黄色軽石少量）
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6e  6a層に砂やや多
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6g  6a層に砂やや多
6h  6a層にラミナ状の砂が多量に混じる
7　白灰色軽石(白色化した黄色軽石，霧島御池軽石)
8　黒色シルト
9　褐色シルト（鬼界アカホヤ火山灰漸位層）
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11  黒褐色シルト
12  黒色シルト
13  白色軽石
14  黒褐色シルト
15  暗褐色シルト

a1～a9　　砂・砂礫層
 　  

図 3．トレンチ土層

5

図版 1．11T：SX1・2（南から）

以 上 の 点 よ り、 開 発 予 定 地 の 大 部 分 は 近 現 代 以
降 に 水 田 化 が 進 め ら れ た 区 域 と 考 え ら れ、 東 側 の
残 丘 面 に つ い て は 頂 部 の 削 平 が 進 む も の の、 周 囲
の 氾 濫 原 面 に 下 る 部 分 に お い て は、 古 代 ～ 中 世 遺
物 包 含 層 及 び 中 世 水 田 を 主 体 と す る 遺 跡 が 存 在 す
る 可 能 性 が 高 い と 判 断 し た。
　 ま た、 こ の 試 掘 結 果 に 基 づ き 遺 跡 残 存 推 定 範 囲
を 「 中 尾 下 第 2 遺 跡 」( 古 代 ・ 中 世 / 散 布 地 ・ 生
産 遺 跡 ) と し て 登 録 し た。

1）都城市教育委員会．2010．『中尾下遺跡』



- 24 -

所  在  地　都原町 7427
調査原因　道路改良 （市道・鷹尾都原線）
調査期間　2018.12.25

調査面積　 　　6㎡
担  当  者　　　加覧淳一・外山亜紀子
調査後の措置　協議中

12．遺跡枠外（都城西飛行場跡）

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 南 西 部 に 広 が る 成
層 シ ラ ス 台 地 面 ( 簑 原 台 地 ) に 立 地 す る。 現 況 は 宮 崎
県 立 さ く ら 聴 覚 支 援 学 校 で あ る。 周 辺 域 は 都 城 西 飛
行 場 の 建 物 群 推 定 域 に あ た る。 都 城 西 飛 行 場 は 1942
年 に 逓 信 省 管 轄 の 航 空 機 乗 員 養 成 所 と し て 開 設 さ れ、
1944 年 に 陸 軍 に 接 収 さ れ た。1945 年 4 月 か ら は 沖 縄
へ の 特 攻 機 が 出 撃 し た が、 米 軍 の 空 襲 も 激 化 し、 ほ ど
な く 使 用 不 能 と な っ て い る 1)。
調査の結果　ト レ ン チ 3 箇 所 を 設 定 し、 重 機 ・ 人 力

で 掘 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 基 本 的 な 層 序 は、表 土 （1 層）、造 成 土 （2 ～ 6 層）、
黒 褐 色 土 （7 層）、 霧 島 御 池 軽 石 （8・9 層） と な る。

い ず れ の ト レ ン チ で も 厚 い 造 成 土 が 堆 積 し て お り、
造 成 土 中 か ら は、 近 現 代 陶 磁 器、 ガ ラ ス 瓶、 コ ン ク リ
ー ト 片 等 が 出 土 し た。 近 代 ～ 現 代 （戦 後） の 遺 物 が 混
在 し て お り、 戦 時 中 の 造 成 土 と 特 定 可 能 な 層 は 確 認 で
き な か っ た。 遺 構 は 検 出 さ れ て い な い。
　 以 上 の 点 よ り、 開 発 予 定 地 に お い て、 都 城 西 飛 行 場
関 連 遺 構 を 含 め、 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 は 低 い と 判 断
し た。

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

図 3．トレンチ土層
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1）都城市．2006．『都城市史　通史編　近現代』
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所  在  地　郡元町 3337 ほか
調査原因　遺跡範囲確認
調査期間　2018.10.29~12.25
　　　　　

調査面積　 　113㎡
担  当  者　　近沢恒典・下田代清海
　　　　　　

13．郡元西原遺跡範囲確認調査

　位置と環境　 郡 元 西 原 遺 跡 は 盆 地 底 南 半 に 広 が る 開
析 扇 状 地 面 ( 一 万 城 扇 状 地 ) に 立 地 す る。 現 況 は 平 坦
な 宅 地 で あ る。 本 遺 跡 の 所 在 す る 郡 元 町 は、 万 寿 年 間
(1024 ～ 28) の 成 立 と さ れ る 島 津 荘 の 成 立 拠 点 域 と 推
定 さ れ る 地 域 で あ る。
　 本 範 囲 確 認 調 査 は、 道 路 事 業 に 伴 い 2016 年 度 上 半
期 に 実 施 し た 郡 元 西 原 遺 跡 ( 第 2 次 調 査 )1) で 検 出 し
た 大 型 溝 状 遺 構 ( 大 溝 ・SD1) に 起 因 す る。 こ の 大 溝 は
幅 約 4 ｍ、 検 出 面 か ら の 深 さ 約 2m、 断 面 形 は 端 正 な
逆 台 形、 平 面 形 は 調 査 区 内 で ほ ぼ 90°屈 曲 し、 屈 曲 部
か ら 北 北 東 （ 以 下、 南 北 ラ イ ン と 記 載 ）・ 南 東 南 （ 以
下、 東 西 ラ イ ン と 記 載） の 両 方 向 へ と の び る。 周 囲 の
歴 史 的 環 境 を 考 慮 す る と、 東 側 を 区 画 内 と す る 大 規 模
な 囲 繞 施 設 の 可 能 性 と 共 に、 島 津 荘 の 現 地 経 営 に か か
わ る 性 格 を 有 す る 可 能 性 も 想 起 さ れ、 大 溝 の 範 囲 及 び
東 側 ( 区 画 内 ) の 状 況 確 認 を 目 的 と す る 範 囲 確 認 調 査
を 2016 年 下 半 期 よ り 継 続 的 に 実 施 す る こ と と な っ た。
2017 年 度 ま で の 調 査 に て、 大 溝 南 北 ラ イ ン で は 25m
ま で の 存 在、 東 西 ラ イ ン で は 54m で の 終 端 を 確 認 し、
東 側 で は 小 規 模 な ピ ッ ト や 溝 状 遺 構 を 検 出 し て い る。
　2018 年 度 は 大 溝 東 端 部 形 状 と 東 へ の 延 伸 の 可 能 性、

図 1．調査区位置
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北 へ の 延 伸 長、 北 ・ 東 縁 の 区 画 施 設、 区 画 内 の 状 況 の 確 認 を 目 的 に 13 箇 所 の ト レ ン チ を 設 定 し た。 重
機 で 表 土 を 除 去 し た の ち、 人 力 で 掘 り 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　調査の結果　 基 本 的 な 層 序 は 表 土（1 層）、旧 耕 作 土（2 層）、黒 色 土（3・4 層）、霧 島 御 池 軽 石（5・6 層）、
黒 色 土 （7 層）、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山 灰 （8・9 層） と な る。
　1T は 大 溝 (SD1) の 東 へ の 延 伸 の 確 認 を 目 的 に 設 定 し た。1m 以 上 の 厚 い 造 成 土・旧 耕 作 土 の 堆 積 が あ り、
そ の 下 は 上 位 を 削 平 さ れ た 6 層 と な っ て い た。 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 さ れ な か っ た。 土 層 堆 積 状 況 か ら は、
大 溝 等 が 在 す る 地 形 面 よ り も 一 段 低 く、 南 の 開 析 谷 へ 向 か っ て 下 る 旧 地 形 が 考 え ら れ た。
　2T は 大 溝 東 端 部 形 状 確 認 を 目 的 に 2016-5T・11T、2017-3T の 間 に 設 定 し た。 大 溝 端 部 の 平 面 形 は、
検 出 面 で は 幅 2.5m(2016-11T の 大 溝 南 端 部 か ら 計 測 ) の 隅 丸 方 形、底 面 は 幅 1m 以 上 の 方 形 と 推 測 さ れ た。
壁 面 は 約 45°と 急 角 度 で 立 ち 上 が り、 丁 寧 に 整 形 さ れ る。 従 前 の 調 査 よ り 溝 埋 土 は、 最 下 部 の ① 黄 色 軽
石 と 黒 色 シ ル ト 互 層 （n・o 層）、 そ の 上 の ② レ ン ズ 状 堆 積 の 青 灰 色 火 山 灰 と ③ 黄 色 軽 石 や 鬼 界 ア カ ホ ヤ
火 山 灰 を ブ ロ ッ ク 状 に 含 む 黒 色 土 層 (k・m 層 ) に 大 別 さ れ、 ① は 溝 開 放 時 の 流 入 土、 ③ は 人 為 的 な 埋 め
戻 し 土、 ② は 12 ～ 13 世 紀 噴 出 の 火 山 灰 （霧 島 御 鉢 起 源） の 可 能 性 が 指 摘 さ れ る 1)。 今 回 の 調 査 で は ②
は 観 察 で き な か っ た が、①・③ の 状 況 は 以 前 の 調 査 と 整 合 す る。ま た、k 層 中 に お い て 多 数 の 硬 化 層 ブ ロ ッ
ク が 混 じ る 点 (k1a 層 ほ か ) も 他 の 地 点 と 共 通 し て お り、k 層 に よ る 埋 め 戻 し の 過 程 に お い て、 複 数 回 の
硬 化 面 の 形 成 と 堀 り 直 し が な さ れ た 結 果 と 考 え ら れ た。遺 物 は 埋 土 上 位 よ り 白 磁 碗 (1)・東 播 系 須 恵 器 (2・
3)・ 土 師 器 小 片 等 が 出 土 し た。1 は 11 世 紀 後 半 か ら 12 世 紀 前 半 2） の 時 期 が 考 え ら れ る。2 は 甕 口 縁 部
で 外 面 に 斜 行 す る 平 行 タ タ キ の の ち ナ デ 調 整 を 施 す。3 は 片 口 鉢 片 で 体 部 は 直 線 的 に 開 き、 口 縁 部 は 断
面 を 方 形 状 に 仕 上 げ る。2・3 共 に 12 世 紀 代 3) と 考 え ら れ る。SD1 と SD2 と の 接 点 付 近 で は 不 整 形 の 落
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図 2．トレンチ及びレーダー探査位置
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図 3．トレンチ土層・平面．1
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【1T】
1　シラス（造成土）

【1T：造成土】
a　黒褐色砂質土（1㎝以下の黄色・白色軽石少量，トタン・ビ
ニール・発砲スチロール混，造成土）
b    黒褐色砂質土（1㎝以下の黄色・白色軽石やや多，旧耕作土？）
c　暗褐色砂質土＋ブロック状の黄色軽石（造成土）
d    褐灰色砂質土（1㎝以下の黄色・白色軽石少量，旧耕作土？）

【3T・SD1】
ア　黒褐色シルト（しまりやや強，2㎝以下の黄色軽石少量）
イ　黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石微量）
ウ　黒褐色シルト（しまりやや弱，1㎝以下の黄色軽石やや多）
エ    黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石多量）
　※a~g層に比べ、やややわらかくルーズ

【3T・SD2】
a　黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石ごく少
量≒２T－a1？）
b　黒褐色シルト（しまりやや強，黄色軽石多量，ブロック状）
c　黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石（部分的
にブロック状）少量）

d　黒褐色シルト（1㎝以下の黄色軽石をやや多，一部赤色化，硬化層）
e　黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石ごく少量）
f　 黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石微量）
g　黒褐色シルト（a~f層よりやや暗い，しまりやや強，１㎝以
下の黄色軽石ごく少量）

【3T：Pit】
あ　黒褐色土

【７T：SD1】
1a  1層に白色軽石を多量に含む
a　黒褐色シルト（しまりやや弱，1㎝以下の黄色軽石少量，やや砂質）
b    黒褐色シルト（しまりやや弱，1㎝以下の黄色軽石ごく少量，やや砂質
c　黒褐色シルト（しまりやや弱，1㎝以下の黄色軽石微量）
d    黒褐色シルト（しまりやや弱，1㎝以下の黄色軽石ごく微量）
e　黒色シルト（しまりやや弱，2㎝以下の黄色軽石やや多，崩落土？）
f　 黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石微量）

【7T：撹乱】
ア　1層・4層・白色軽石・黄色軽石・黒色シルトの混合

【7T：SD2】（溝状遺構の）
a　暗褐色シルト（5㎜以下の黄色軽石ごく少量）
b    暗褐色シルト（1㎝以下の黄色軽石やや多）

【5T：撹乱】
a　暗褐色砂質土（しまり強，2㎝以下の黄色軽石・白色軽石やや多）
b　暗褐色砂質土（しまり強い，a層より黄色軽石・白色軽石がやや少ない）
c　暗褐色砂質土（しまり強い，a・b層よりやや明るい，黄色・白色軽石少量）
d　暗褐色砂質土（褐灰色土混，黄色軽石・白色軽石少量）
e　褐色砂質土（黒色土・アカホヤブロック・黄色・白色軽石を含む）
f　 褐色砂質土（黄色・白色軽石ごく少量）
g　褐色砂質土（f層より黄色・白色軽石がやや多い）

【6T・撹乱】
a　黒褐色砂質土＋黄色軽石＋白色軽石＋褐灰色砂質土＋アカホヤブロック
b　a層＋黒色土ブロック
c　黒褐色砂質土（若干灰色がかる，1㎝以下の黄色・白色軽石少量，近現代イモ穴？）

N

N

【基本土層】
1　表土・現耕作土
2　暗褐色～褐灰色砂質シルト(白色軽石を所々ブロック状に含む)
3　黒色シルト(黄橙色軽石ごく少量)
4　黒褐色シルト(黄橙色軽石少量)
5　暗褐色砂質土(2㎝以下の黄色軽石多量,霧島御池軽石漸移層)
6　黄橙色軽石(霧島御池軽石)
7　黒色シルト
8　暗褐色シルト(鬼界アカホヤ火山灰漸移層)
9　橙色シルト(鬼界アカホヤ火山灰)
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ち 込 み を 多 数 検 出 し た。2017-3T の 同 位 置 で も 同 様 な 落 ち 込 み を 検 出 し て お り、SD1 に 下 る 段 状 遺 構 を
考 え た が、今 回 の 調 査 で 不 整 形 の 落 ち 込 み が 広 が る 点 と 土 層 断 面 に 生 物 擾 乱 (a5 層 ) が 認 め ら れ た た め、
植 物 等 の 生 物 擾 乱 の 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ た。
　SD2~7 は 小 型 の 溝 状 遺 構 で あ る。SD2 は 長 軸 が 南 北 方 向 の 直 線 的 な 溝 状 遺 構 で あ る。 台 形 状 の 断 面 形
で 検 出 面 か ら の 深 さ は 約 50㎝ で あ る。SF1・SX1 等 と 重 複 し て お り、土 層 堆 積 よ り SD2 → SF1 → C 層 (SF1
上 の 造 成 土 層 ) → SX1・SD7 と 考 え ら れ る。SF1 は 長 軸 が 北 東 - 南 西 の 硬 化 面 で あ り。SD2 か ら SD1 の 埋
土 上 部 (i 層 ) に 部 分 的 に 残 る。SX2 は SD2 の 底 面 か ら 東 壁 に か け て 形 成 さ れ た 横 穴 状 の 掘 り 込 み で あ る。
用 途 は 不 明 で あ る。 埋 土 は SD2 よ り や や 黒 味 の 強 い 黒 色 ～ 黒 褐 色 土 で、 内 部 よ り 土 師 器 坏 片 1 点 (5) が
出 土 し た。5 は 坏 底 部 で 糸 切 離 し で あ る。 復 元 底 径 が 約 8㎝、 口 縁 部 に か け て 大 き く 開 く 器 形 と 考 え ら
れ、12 世 紀 ～ 13 世 紀 前 半 の 時 期 が 考 え ら れ る 4)。SD7 は 大 溝 付 近 に お い て SD2 と 直 交 す る 溝 状 遺 構 で
あ る。 土 層 断 面 に て b 層 と し て 観 察 で き る が、 平 面 形 は 記 録 で き て い な い。SD2 は 大 溝 の 埋 土 上 部 に お
い て SD7 等 に よ っ て 大 き な 影 響 を 受 け て お り、 関 係 が 明 確 で な い が、 平 面 配 置 か ら は 2017-3T・SD9、
南 の 2016-11T・SF1 東 側 の 溝 状 遺 構 へ 接 続 も 考 え ら れ る。
　SD3~6 は ト レ ン チ 北 部 で 検 出 し た。 逆 台 形 断 面 と 考 え ら れ る SD4・6 と 浅 い 弧 状 断 面 の SD5・3 に 大
別 さ れ る。 土 層 堆 積 か ら は SD3・4 → 5 → 6 と い う 先 後 関 係 が 考 え ら れ た。
　3T・6T~9T は 区 画 東 縁・北 縁 の 確 認 を 目 的 に 設 定 し た。 撹 乱 の 影 響 が 大 き な 5T を 除 く 各 ト レ ン チ に て、
従 前 の 調 査 で 検 出 し た 溝 状 遺 構 と の 接 続 が 考 え ら れ る 溝 状 遺 構 ( ① 3T・SD1 ～ 2016-14T・SD2 ～ 6T・
SD1、 ② 8T・SD1 ～ 2016-9T・SD1 ～ 9T・SD1) を 検 出 し た。 ① ・ ② 共 に 逆 台 形 断 面 の し っ か り と し た 溝 状
遺 構 で あ る。 ① で は 2016-14T・SD2 か ら 大 溝 の 年 代 観 と 近 い 11 世 紀 末 ~12 世 紀 初 頭 の 土 師 器 が 出 土 し
て い る。① は 2T・SD2 と 合 わ せ、区 画 東 縁 の 可 能 性 も 考 え ら れ た が、大 溝 と の 関 係 を 明 確 に で き な か っ た。
　4T・5T・10T・12T・13T は 内 部 空 間 の 様 相 の 把 握 を 目 的 に 設 定 し た。4T で 時 期 不 明 の ピ ッ ト、10T
で 多 数 の ピ ッ ト と 溝 状 遺 構、13T で 浅 い 溝 状 遺 構 (SD1) を 検 出 し た。10T で 検 出 し た 遺 構 は、 埋 土 の 砂
質 が 強 く 灰 褐 色 土 が 混 ざ る 点 と 近 世 陶 磁 器 の 出 土 よ り、 い ず れ も 近 世 遺 構 と 考 え ら れ た。13T・SD1 は
長 軸 が 東 西 方 向 の 浅 い 溝 状 遺 構 で あ る。 埋 土 中 よ り 12 世 紀 末 ～ 13 世 紀 前 半 と 考 え ら れ る 土 師 器 小 皿 4)

が 出 土 し て い る が、 埋 土 が 近 世 遺 構 に 近 い 点 よ り 混 在 の 可 能 性 も あ る。
　11T は 大 溝 の 南 北 ラ イ ン の 北 限 の 確 認 を 目 的 に 設 定 し た。 大 き な 撹 乱 を 受 け て い た が、 検 出 面 か ら の
深 さ 70㎝ の 溝 状 遺 構 と 考 え ら れ る 掘 り 込 み を 検 出 し た。 大 溝 と 比 較 し た 場 合、 非 常 に 浅 い が、 南 北 ラ
イ ン は 北 上 す る に つ れ て 規 模 の 縮 小 が 観 察 さ れ て お り、 大 溝 の 延 長 の 可 能 性 が 高 い と 考 え る。
　調査のまとめ　 今 回 の 調 査 で は 大 溝 東 端 部 の 形 状 を 把 握 し た ほ か、 南 北 ラ イ ン で は 43m ま で の 延 伸

図 4．出土遺物
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図 5．トレンチ土層・平面．2

【基本土層】
1　  表土・現耕作土
2　  暗褐色～褐灰色砂質シルト(白色軽石を所々ブロック状に含む)
3　  黒色シルト(黄橙色軽石ごく少量)
4　  黒褐色シルト(黄橙色軽石少量)
5　  暗褐色砂質土(2㎝以下の黄色軽石多量,霧島御池軽石漸移層)
6　  黄橙色軽石(霧島御池軽石)
7　  黒色シルト
8　  暗褐色シルト(鬼界アカホヤ火山灰漸移層)
9　  橙色シルト(鬼界アカホヤ火山灰)

【造成土】
a1    黒褐色シルト ( しまりやや弱，2 ㎝以下の黄色軽石少量，濃淡あり )
a2    黒褐色シルト ( やや固い，2 ㎝以下の黄色軽石やや多，一部赤化 )
a3    黒褐色シルト ( しまり強，ブロック状の黄色軽石多量 )
a4    黒褐色シルト ( しまり強，ブロック状の黄色軽石やや多 )　

【SX1】不明な掘り込みか樹根
a5    黒褐色シルト ( やや砂質，しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石少量，硬化層ブロック少量，生物擾乱多量 )
a6    黒褐色シルト ( やや砂質，しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石やや多）
a7    黒褐色シルト (a5 層より黄色軽石多い）

【SD7】
b1    黒褐色シルト ( しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石少量，ややほぐれる )　
b2    黒褐色シルト (b1 層より黄色軽石がやや多い )

【造成土】
c1　黒色シルト ( しまりやや弱，2 ㎝以下の黄色軽石ごく少量，濃淡あり，5 層ブロック混 )
c2a  黒褐色シルト ( しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石少量，アカホヤ混 )
c2b  黒褐色シルト ( しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石少量，全体的に散る，樹根多量 )
c2c  黒褐色シルト ( しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石やや多）
c4　暗褐色シルト (1 ㎝以下の白色・黄色軽石ごく微量，崩落土 )

【SX2】
d1a  黒色シルト（しまりやや弱，2 ㎝以下の黄色軽石ごく少量） 
d1b 黒色シルト（しまりやや弱，2 ㎝以下の黄色軽石ごく微量）　
d2    黒色シルト（しまりやや弱，2 ㎝以下の黄色軽石ごく少量，d1a 層よりやや多い）　　
d3    黒褐色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石ごく少量）
d4    黒色シルト（しまりやや弱，2 ㎝以下の黄色軽石ごく微量，d1b 層よりわずかに多い）
d5    黒色シルト（しまりやや強，黄色軽石少量，濃淡有）
d6    黒色シルト（しまりやや強，黄色軽石少量，一部ブロック状）
d7    黒褐色シルト（1 ㎝以下の黄色やや多，一部ブロック状の漸移層混）
d8    黒褐色シルト（黄色軽石微量）

【SD6】　
e1    黒色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石微量）　
e2    黒褐色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石少量）
e3    黒褐色シルト（しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石やや多）

【SD5】
f1     黒褐色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石微量）
f2     黒褐色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石微量，f1 層よりわずかに多い）
f3     黒褐色シルト（しまり強，1 ㎝以下の黄色軽石やや多）

【SD4】
g1    黒褐色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石やや多）

【SD3】
h1　 黒褐色シルト（しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石微量）
h2　 黒褐色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石やや多）

【SF1】
i1a　黒褐色シルト（固い，2 ㎝以下の黄色軽石少量，硬化層）
i1b    黒色シルト ( しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石少量，硬化層 )

【SD?・SX?】SD 掘り返し ?
j1a　黒色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石少量，濃淡有）
j1b    黒色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石ごく少量，濃淡有）

【SD2】
l1　   黒褐色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石ごく少量）
l2a　黒褐色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石多量）
l2b    黒褐色シルト（しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石やや多，全体的に散る）
l2c　黒褐色シルト（しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石多量 )
l2d    黒褐色シルト（しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石少量 )
l2c　黒褐色シルト（l2b 層よりやや黄色軽石多い）

【SD1・埋土上位】
k0a    黒褐色シルト（しまりやや強，3 ㎝以下の黄色軽石ごく少量，濃淡有）
k0b   黒褐色シルト（k0a 層よりやや明るい，しまり弱，黄色軽石少量，樹根？）
k1a    黒褐色シルト（しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石少量，硬化層ブロック混）
k1b   黒褐色シルト（しまりやや強，5 ㎜以下の黄色軽石ごく微量）
k1c    黒褐色シルト（しまり強，黄色軽石やや多，一部赤化，硬化層）
k1d   黒褐色シルト（しまりやや強，3 ㎝以下の黄色軽石少量）
k1e   黒色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石少量）
k2a    黒褐色シルト（k1a 層よりやや暗い，しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石少量，硬化層ブロック混）
k2b   黒褐色シルト（しまりやや強，3 ㎝以下の黄色軽石少量）
k3a    黒褐色シルト ( しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石やや多）　
k3a2 黒褐色シルト ( しまりやや強，k0a 層に近いが黄色軽石がやや多い )
k3b   暗褐色シルト ( しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石多量，霧島御池軽石層を巻き上げている，樹根？）
k3c    黒色シルト（しまり弱，ほぐれる ,1 ㎝以下の黄色軽石微量，樹根？）
k3d   黒色シルト（しまりやや弱，2 ㎝以下の黄色軽石ごく少量）　
k4a    黒色シルト（しまりやや強，上部に多量の黄色軽石 , 硬化層ブロック混 1 ㎝以下の黄色軽石微量，樹根？）
k4a1 黒色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石やや多）
k4a2 黒色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石少量）
k5　  黒褐色シルト（しまり強，1 ㎝以下の黄色軽石少量，硬化層）
k6　  黒褐色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石少量，硬化層ブロックやや多）
m1    黒色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石ごく少量）
m2    黒色シルト（しまりやや強，1 ㎝以下の黄色軽石やや多，ブロック状の黄色軽石やや多）
m3    黒色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石少量，濃淡有）
m4    黒色シルト（しまりやや強，2 ㎝以下の黄色軽石多量）
m5    黒色シルト（しまりやや弱，1 ㎝以下の黄色軽石微量）

【SD1・埋土下位】
n　   黒褐色シルト（しまりやや弱，黄色軽石多量）
o　   黒色シルト（しまりやや強，アカホヤブロック多量，掘削時形成土）

c1

a4
a3

c2

b1
a4

1

c2

6

6

7
8

9

7

9

i1a
i1c
k1b

k1c
k0a

k0b

k2b
k3a2

k4a2

k4a1
n0

n
o

l2c

d1a

d5

d6

d7 d8

156.7m
D C-C’ D’

D

D’

156.7m
E E’C-C’

156.7m
H H’C-C’

156.7m
F F’C-C’

H-H’F-F’E-E’D-D’B-B’

G’

1

1

1

2

1
a1

a1

55 5
4 4

3
5

6

4

e1
g1e1

f1
f2

l1

l2a

l2d

F

F’

h1f3

e2e2
e3e3

a1

a2a3

c1
c2c2a

i1a

i1b

j1a

j1b

k1a

k2a

k3a k3b
k3c

k4a

k5

k0b

o

m2m5

m1

n

k2a
k1a

c1

b1

d2

d4

b2
a4

c1
c2c

h2

157.0m
B B’

l2b

l2d

B’

B

157.0m
k k’

157.0m
A A’

A

A’

H

H’

k0a

n0

l2dj1bj1b

o

n

b1
d1a d2 d3d3d4

d7 d5

d1b
a4

c2b

156.7m
c c’

c

c’k

k’

J’

J

157.0m
I I’

I

I’

c2b

a4
i1a

k1a

k0a

k3a
k3d k5

156.7m
G

C-C’ K-K’

G’

K-K’K-K’

K-K’K-K’

K-K’

K-K’

0 2m 

1/60

1

14

5硬化層

k6

o
n

m1m2m3
m4 m5

k2a
k1a

i1a

156.7m
J j’

c2
a5

a6
a7

2T：A-A’

2T：C-C’
2T：D-D’

2T：F-F’

2T：I-I’

2T：J-J’

2T：K-K’ 2T：G-G’

2T：H-H’

2T：E-E’

2T：B-B’

G-G’

G-G’

H-H’j-j’l-l’ F-F’ E-E’

K-K’

D-D’ B-B’

E

E’

1

6

7

5

P1

P2

SX2

大溝(SD1)

SD2

SD2

SD7

SD6
SD5

SD3

SD4

G

プラン検出部分（未掘）

硬化面

遺物

2016-11T2016-5T SF1

P1 P2

P3

P4

SD1

SD2

←階段状遺構

2017-3T

大溝

SD2

SD8

SD9

P1

P3

N

- 29~30 -





- 31 -

図
7．
ト
レ
ン
チ
土
層
・
平
面
．
2

0
2m

 

1/
60

1
2

4
4

4
5

5
5 6

12
4

4
4

4

5
5

5

b1

a
a

a

d

d
d

e

e

b

b
b

b

ｱ

ｱ
ｱ

ｱ
ｱ

ｲ
d g

g
i

樹
根

樹
根

a

h
i

d

e
f

g

b1
b2b2

b3
b4

b5

b6
5層

ﾌﾞ
ﾛｯ

ｸ

b7
b8

b9

c

c2
c3

c1
c1

c1

c

8T
：西

壁

8T：東
壁

N

【
8T

：S
D２

】
a　

黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
強

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
少

量
）

b　
黒

褐
色

シ
ル

ト（
し

ま
り

や
や

弱
，1

㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

ご
く

少
量

）
c　

黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
弱

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
少

量
，濃

淡
あ

り
，ブ

ロ
ッ

ク
状

に
混

ざ
る

）
d　

黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
強

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
を

や
や

多
）

【
8T

：S
D１

】
a　

黒
褐

色
シ

ル
ト（

や
や

砂
質

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
を

ご
く

少
量

，し
ま

り
や

や
強

）
b　

暗
褐

色
シ

ル
ト（

や
や

砂
質

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
を

や
や

多
，一

部
ブ

ロ
ッ

ク
状

．し
ま

り
や

や
強

）
c1

  暗
褐

色
シ

ル
ト（

b層
よ

り
黄

色
軽

石
が

少
な

い
，し

ま
り

や
や

弱
）

c2
  c

1層
に

ブ
ロ

ッ
ク

状
の

5層
を

含
む

c3
  c

1層
に

ブ
ロ

ッ
ク

状
の

黄
色

軽
石・

黒
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
d　

暗
褐

色
シ

ル
ト（

b層
より

黄
色

軽
石

が
少

な
い

，や
や

砂
質

，し
まり

や
や

弱
，1

㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

ご
く少

量
）

e　
暗

褐
色

シ
ル

ト（
b層

よ
り

黄
色

軽
石

多
量・

８
０

％
軽

石
）

【
8T

：S
X1

】
a  

   黒
褐

色
砂

質
土（

5㎜
以

下
の

黄
色

軽
石

微
量

，し
ま

り
や

や
強

）
b1

  黒
褐

色
シ

ル
ト（

1㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

ご
く

微
量

，し
ま

り
や

や
強

）
b2

  黒
褐

色
シ

ル
ト（

b層
よ

り
わ

ず
か

に
黄

色
軽

石
が

多
い

，し
ま

り
や

や
強

）
b3

  黒
色

シ
ル

ト（
1㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
ご

く
少

量
含

む
　

し
ま

り
や

や
強

い
）

b4
  黒

色
シ

ル
ト（

1㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

を
微

量
含

む
　

し
ま

り
や

や
強

い
）

b5
  b

2層
に

黄
色

軽
石

が
や

や
多

い
b6

  黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
弱

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
少

量
，5

層
ブ

ロ
ッ

ク
含

む
）

b7
  黒

褐
色

シ
ル

ト（
し

ま
り

や
や

弱
，1

㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

少
量

）
b8

  黒
色

シ
ル

ト（
し

ま
り

弱
く

ル
ー

ズ
，や

や
砂

質
，2

㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

ご
く

少
量

）
b9

  b
’2

’層
よ

り
黄

色
軽

石
が

や
や

少
な

い
c　

黒
褐

色
シ

ル
ト（

b’
層

に
黄

色
軽

石
多

量
，ブ

ロ
ッ

ク
状

）
d 

   黒
褐

色
シ

ル
ト（

b層
よ

り
や

や
明

る
い

，し
ま

り
や

や
弱

，黄
色

軽
石

多
量

）
e 

   黒
褐

色
シ

ル
ト（

1㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

ご
く

少
量

，ブ
ロ

ッ
ク

状
の

軽
石

あ
り

，濃
淡

あ
り

）
f  

   黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
弱

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
微

量
）

g 
   黄

色
軽

石
＋

黒
色

シ
ル

ト（
ラ

ミ
ナ

状
堆

積
）

h 
   黒

色
シ

ル
ト

　
や

や
砂

質（
し

ま
り

弱
，2

㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

ご
く

少
量

）
i   

  黒
色

シ
ル

ト
　

や
や

砂
質（

し
ま

り
弱

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
や

や
多

，ラ
ミ

ナ
状

）
【

8T
：撹

乱
】

ア
   暗

褐
色

砂
質

土（
1㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
多

量
，ブ

ロ
ッ

ク
状

の
5層

含
む

）
イ

   暗
褐

色
砂

質
土（

1㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

を
や

や
多

）

【
基

本
土

層
】

1　
表

土・
現

耕
作

土
2　

暗
褐

色
～

褐
灰

色
砂

質
シ

ル
ト

(白
色

軽
石

を
所

々
ブ

ロ
ッ

ク
状

に
含

む
)

3　
黒

色
シ

ル
ト

(黄
橙

色
軽

石
ご

く
少

量
)

4　
黒

褐
色

シ
ル

ト
(黄

橙
色

軽
石

少
量

)
5　

暗
褐

色
砂

質
土

(2
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
多

量
,霧

島
御

池
軽

石
漸

移
層

)
6　

黄
橙

色
軽

石
(霧

島
御

池
軽

石
)

7　
黒

色
シ

ル
ト

8　
暗

褐
色

シ
ル

ト
(鬼

界
ア

カ
ホ

ヤ
火

山
灰

漸
移

層
)

9　
橙

色
シ

ル
ト

(鬼
界

ア
カ

ホ
ヤ

火
山

灰
)

15
7.

0m

157.0m

SD2SD
2

SD
2

SD1

SD1

撹
乱

撹
乱

SX1

SX
1

SX
1

SD
1

SD
1

SD
1

1

1

撹
乱

撹
乱

5

5
5

5
5

5
5

ｱ ｱ
ｱ

3
3

3
3

d
e1 e1

e2

b

b1
b2

a

c

c
ｱ

9T
：西

壁

9T
：平

面

N

【
9T

：S
D1

】
a　

黒
褐

色
シ

ル
ト（

や
や

砂
質

，し
ま

り
や

や
強

，1
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
少

量
，濃

淡
あ

り
）

b1
  黒

褐
色

シ
ル

ト（
や

や
砂

質
，し

ま
り

や
や

強
，1

㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

ご
く

少
量

）
b2

  b
1層

が
ほ

ぐ
れ

る
，樹

根
や

や
多

い
c　

褐
灰

色
粘

土
d　

黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
強

，2
㎝

以
下

の
黄

色
軽

石
微

量
）

e1
  黒

褐
色

シ
ル

ト（
し

ま
り

や
や

強
，1

㎝
以

下
の

黄
色

軽
石

や
や

多
，ブ

ロ
ッ

ク
状

）
e2

  黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
強

，や
や

黄
色

軽
石

が
少

な
い

）
【

9T
：P

it】
ア

   黒
褐

色
シ

ル
ト（

し
ま

り
や

や
強

，黄
色

軽
石

や
や

多
）

15
7.

0m

157.0m

P4
P3

P1P2

P3
P5

P5

P4

撹
乱

プ
ラ

ン
検

出
部

分
（

未
掘

）



- 32 -

11 122
22 444

1

3
5

a
5

1
2

45 5

5

55

1
2

4
45

5

a

a

c

d e

b

13T：西壁

13T：平面

12T：北壁

10T：南壁③

10T：北壁①

11T：北壁

11T：平面

11T：南壁

11
T：

西
壁

10T：北壁② 【10T・SD】
●SD1
a 　黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石ごく少量，下部に多い）
●SD2
b　黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石ごく少量．
全体的に散る）
●SD3
c　黒褐色シルト（しまりやや強，1㎝以下の黄色軽石少量，散乱する，ブロック混）
b　黒褐色シルト（しまりやや弱い，1㎝以下の黄色軽石ごく微量）
e　黒褐色シルト（しまりやや強い，1㎝以下の黄色軽石少量）

【10T：Pit】
●P1ほか
ア1  黒褐色砂質土（やや灰色がかる，1㎝以下の黄色・白色軽石ごく少量）
ア2  黒褐色砂質土（ア1層とほぼ同じ，やややわらかい，炭化物含む）
ア3  黒褐色砂質土（ア1層よりやや暗い）
イ1  黒褐色砂質土（しまりやや強，1㎝以下の黄色・白色軽石ごく少量）
イ2  黒褐色砂質土（しまりやや強，1㎝以下の黄色・白色軽石が
イ1層より少い）
イ3 黒褐色砂質土（しまりやや強い，イ1層より少し暗い，黄色・
白色軽石やや多）
●P8
ウ1   黒褐色砂質土（しまりやや弱，1㎝以下の黄色・白色軽石ごく少量）
ウ2   黒褐色砂質土（ウ1層よりやや灰色がかる，やわらかい，黄
色・白色軽石ごく少量，褐色粘土混）
ウ3   黒褐色砂質土（黄色・白色軽石やや多）
エ　 褐灰色砂質土（やわらかい，1㎝以下の黄色・白色軽石ごく少量）
●P9
オ　黒色シルト（やや砂質，1㎝以下の黄色軽石ごく微量，しま
りやや強）
●P10
ア4  黒褐色砂質土（ア1層とほぼ同じ，黄色軽石・白色軽石少量
，ブロック状に散る）

N

N

【11T：造成土・旧耕作土・撹乱】
a  　黒褐色砂質土＋黄色軽石（造成土）
b　 褐灰色砂質土（1㎝以下の黄色・白色軽石少量，旧耕作土）
c  　黒褐色砂質土（1㎝以下の黄色・白色軽石・褐色ブロック・アカホヤブロック・ビニール・コンクリ
ート混，撹乱）

【11T：SD1】
ア　黒褐色砂質土（1㎝以下の黄色軽石少量・1㎝以下の白色軽石やや多，ブロック状，しまりやや強）
イ　黒褐色砂質土（1㎝以下の黄色軽石ごく少量，1㎝以下の白色軽石ごく微量，しまりやや強い）
ウ　黒褐色砂質土（白色軽石ブロック・黒褐色土混）
エ　黒褐色砂質土（1㎝以下の黄色軽石・白色軽石ごく微量，しまり強）
オ　黒褐色砂質土（2㎝以下の黄色軽石やや多，しまりやや強）
カ　黒褐色砂質土（オ層よりやや明るい，黄色軽石少量，樹根？）
キ　黒褐色シルト（2㎝以下の黄色軽石少量，しまり強）
ク　黒褐色シルト＋黄色軽石（黄色軽石多量，暗く濁る，しまり強）
ケ　黒褐色シルト（黄色軽石やや多，しまり強）
コ　黒褐色シルト（2㎝以下の黄色軽石少量，硬化層）)

【基本土層】
1　表土・現耕作土
2　暗褐色～褐灰色砂質シルト(白色軽石を所々ブロック状に含む)
3　黒色シルト(黄橙色軽石ごく少量)
4　黒褐色シルト(黄橙色軽石少量)
5　暗褐色砂質土(2㎝以下の黄色軽石多量,霧島御池軽石漸移層)
6　黄橙色軽石(霧島御池軽石)
7　黒色シルト
8　暗褐色シルト(鬼界アカホヤ火山灰漸移層)
9　橙色シルト(鬼界アカホヤ火山灰)
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【13T：撹乱】
a  黒褐色砂質土（褐灰色土＋黒褐色土，しまりやや弱，1㎝以下の黄色・白色軽石ごく少量）
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図 6．トレンチ土層・平面．3

1）都城市教育委委員会．2018．『郡元西原遺跡（第 2 次調査）」』
2）太宰府市教育委員会．2000．『大宰府条坊跡ⅩⅤ - 陶磁器分類編 -』
3）森田稔．1995．「8. 中世須恵器」．『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社
4）桒畑光博．2004．「都城盆地における中世土師器の編年に関する基礎的研究」．『宮崎考古』．19　

を 確 認 し た。 東 ・ 北 部 の 区 画 施 設 は 小 型 の 溝 状 遺 構 が 配 置 さ れ る 点 と そ の 時 期 が 大 溝 に 近 い 点 は 確 認 で
き た が、 直 接 的 な 関 係 は み い だ せ な か っ た。 内 部 施 設 に つ い て は、 時 期 不 明 の ピ ッ ト、 近 世 遺 構 を 検 出
し た の み で あ り、 遺 物 量 も ご く わ ず か で あ っ た。 従 前 の 調 査 結 果 を 合 わ せ る と 大 溝 東 端 部 付 近 に 溝 状 遺
構 が 集 中 す る 傾 向 と 区 画 内 に お け る 遺 構 ・ 遺 物 の 疎 薄 性 が う か が わ れ る。



- 33 -

図版 8.　4T：SD1・撹乱（南から）図版 7.　3T（西から）

図版 5.　2T：SD1 ／南・西壁土層 図版 6.　2T：SD2 ～ 5・北壁土層

図版 4.　2T：SD1・2（東から）図版 3.　2T：SD1・2（南東から）

図版 1.　調査区（直上から・上が北） 図版 2.　2T（北から）
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図版 16.　重機使用状況図版 15.　11T：南壁土層

図版 13.　10T（直上から・上が北） 図版 14.　11T（南西から）

図版 12.　9T：SD1（南西から）図版 11.　8T：SX1（北西から）

図版 9.　8T：SD1（東から） 図版 10.　8T：SD2（南東から）
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所  在  地　美川町 （下川内 639 号線）
調査原因　市道新設
調査期間　1991.7.16~20

遺物発見　1992.4.2
調査面積　9㎡
担  当  者　横山哲英・矢部喜多夫

　位置と環境　 開 発 予 定 地 は 盆 地 北 西 部、 霧 島 火 山 群
か ら 続 く 山 地 帯 の 縁 辺 部 に 位 置 し、 庄 内 川 右 岸 に 形 成
さ れ た シ ラ ス 台 地 面 ( 溝 の 口 丘 陵 ) に 立 地 す る。 周 囲
の 低 地 面 と の 比 高 差 は 約 30 ｍ で あ る。 周 辺 域 は 庄 内
川 を 遡 り、 霧 島 山 麓 を 抜 け 鹿 児 島 湾 地 域 へ 至 る ル ー ト
沿 い に あ た り、 霧 島 信 仰 に 関 す る 寺 社 が 点 在 す る 地 域
で あ る 1)。 な お、 本 事 業 で は 工 事 中 に 青 花 磁 器 瓶 が 発
見 さ れ た。 出 土 状 況 を 本 項 に て 併 せ て 報 告 す る。
調査の結果　丘 陵 北 端 の 緩 傾 斜 地 に ト レ ン チ 1 箇 所

を 設 定 し、 人 力 で 掘 下 げ て 地 下 の 状 況 を 確 認 し た。
　 層 序 は、 耕 作 土 (1 層 )、 茶 褐 色 土 (2 層 )、 霧 島 御 池
軽 石 (3 層 )、 明 褐 色 粘 質 土 (4 層 )、 鬼 界 ア カ ホ ヤ 火 山
灰 (5 層 )、霧 島 牛 の す ね 火 山 灰 (6 層 )、暗 黄 色 土 (7 層 )、
明 赤 褐 色 土 (8 層 )、 明 赤 褐 色 土 (9 層 )、 緑 褐 色 土 (10
層 )、 暗 緑 褐 色 土 (11 層 )、 暗 緑 灰 色 土 (12 層 ) と な る。

7・8 層 中 よ り 若 干 の 礫 が 出 土 し た ほ か は、 遺 構 ・
遺 物 は 確 認 さ れ な か っ た。 こ れ ら の 状 況 よ り、 開 発 予
定 地 に 遺 跡 が 存 在 す る 可 能 性 は 低 い と 判 断 し た。
青花磁器瓶　1992 年 2 月 3 日、 道 路 工 事 に 伴 う 抜

根 整 地 作 業 中 に 工 事 関 係 者 に よ っ て 発 見 さ れ た。 発 見
地 点 は 丘 陵 の 東 縁 辺 部 ( 標 高 202.4 ｍ 付 近 ) に あ た り、

14．切畑第 3 遺跡

図 1．調査区位置

図 2．トレンチ配置

図 3．トレンチ土層 図版 1.　トレンチ土層（3 層より下）
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図 4．出土遺物

図版 3.　発見時保管状況図版 2.　発見地点（南東から）

丘 陵 上 の 平 坦 面 か ら 東 側 の 崖 面 に 向 け て 下 る 緩 斜 面 ( 勾 配 約 5％ )2) で あ る。 青 花 磁 器 瓶 2 と と も に 白 磁
仏 花 瓶 1、 砂 岩 製 石 塔 1 が 発 見 さ れ た と 記 録 さ れ て い る。 詳 細 な 状 況 は 不 明 で あ る。 ま た、 工 事 関 係 者
よ り 市 文 化 課 ( 当 時 ) に 連 絡 が あ り、 文 化 課 職 員 に よ っ て 発 見 地 点 付 近 の 状 況 と 発 見 資 料 の 確 認 が 行 わ
れ て い る ( 日 時 不 明 )。2 月 5 日 に 事 業 者 等 に よ る お 祓 い が な さ れ た あ と、近 隣 の 千 足 神 社 に 仮 保 管 さ れ、
3 月 13 日 よ り 都 城 市 立 図 書 館 3 階 の 市 文 化 財 収 蔵 庫 ( 当 時 ) で 保 管 さ れ る こ と と な っ た。 そ の 後、4 月
20 日 付 け 都 教 文 第 30 号 で 都 城 警 察 署 長 に 埋 蔵 物 発 見 届 が 提 出 さ れ、4 月 30 日 付 け 108-11-10 で 宮 崎
県 教 育 長 よ り 埋 蔵 文 化 財 に 認 定 さ れ た。 ま た、発 見 地 点 付 近 は 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地「切 畑 第 3 遺 跡」
と し て 登 録 さ れ た。

青 花 磁 器 瓶 は 2 点 1 対 と さ れ る。１は 口 径 4.9㎝、 底 径 10.75㎝、 器 高 27㎝、 胴 部 最 大 径 14㎝。2 は
口 径 4.65㎝、 底 径 10.7㎝、 器 高 26.6㎝、 胴 部 最 大 径 14.4㎝。 ど ち ら も 口 縁 部 の 一 部 を 打 ち 欠 く。 底 部
は 上 げ 底 で 胴 上 半 は 胴 接 ぎ 成 形 で あ る。 肩 部 に 蓮 弁 文 で 囲 ん だ 唐 草 文 と 霊 芝 文 ( 如 意 頭 文 )、 胴 部 に 宝
相 華 唐 草 文、 裾 に 簡 略 し た 蓮 弁 文 を あ し ら う。 景 徳 鎮 窯 で 15 世 紀 後 半 の 時 期 が 考 え ら れ て い る。 白 磁
仏 花 瓶 は 近 世 以 降 の も の で あ る。 石 塔 は 略 三 角 柱 状 で 現 状 高 70.5㎝、 上 辺 幅 19㎝、 厚 さ 18.8㎝、 下 辺
幅 30㎝、 厚 さ 23㎝。 表 面 右 に 「 天 正 十 七 (1589) 丑 七 月 □ 」、 中 央 に 月 輪 と 「 卍 」、「 徳 叟 □ （ 宗 カ ） 雲
禅 定 門」、 左 に 「大 連 □ （忌 カ） 辰 建 立」 の 銘 文 が あ る。 現 在 は 千 足 神 社 境 内 に 移 設 さ れ て い る 1).3)。 　 　

2 個 対 の 完 形 青 花 磁 器 瓶 で あ る 点、陶 磁 器 供 献 の 様 相 を 示 す 資 料 と さ れ る 点 よ り、2016 年 8 月 19 日、
「青 花 磁 器 瓶 1 対 　 附 石 塔 1 基」 と し て 都 城 市 指 定 有 形 文 化 財 に 指 定 さ れ た。

1）栗山葉子．2017．「切畑第 3 遺跡の青花磁器瓶について」『貿易陶磁研究』No,37
2）工事前現況測量図における発見地点付近の等高線 202 ～ 203 ｍ間の距離 20 ｍより算出。
3）都城市．2006．『都城市史　資料編　考古』
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1 2

※基部はモルタルで固定されているため見えない。一点破線は、発見時、
地面に埋まっていたと思われるライン。
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所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
下長飯城ヶ尾遺跡 下長飯町 703 31.705299 131.062182 2018.4.5 1.4㎡ 個人住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
城館跡・集落跡 古代 土師器

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
田谷・尻枝遺跡 南横市町 4045-1 ほか 31.746121 131.03505 2018.4.24 43㎡ 宅地造成
種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
集落跡 弥生 周溝状遺構 弥生土器

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
遺跡枠外（沖水地区公民館 ) 太郎坊町 1840-2 31.7776 131.089774 2018.4.27 4㎡ その他建物 ( 公民館 )

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
遺跡枠外 なし なし なし

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
遺跡枠外（志和池地区公民館 ) 上水流町 1536 ほか 31.807842 131.094903 2018.4.27 2㎡ その他建物 ( 公民館 )

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
遺跡枠外 なし なし なし

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
遺跡枠外（庄内地区公民館 ) 庄内町 12651-1 ほか 31.771758 131.019217 2018.11.26-30 12㎡ その他建物 ( 公民館 )

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
遺跡枠外 なし なし なし

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
遺跡枠外（花木第 3 団地 ) 山之口町花木 2405-3 31.785612 131.156698 2018.5.16・17 12㎡ 市営住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
遺跡枠外 縄文 なし 縄文土器片 新規：山之口佐土原遺跡

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
八幡城遺跡 五十町 1092 ほか 31.712924 131.044394 2018.5.24・25 38㎡ 宅地造成・個人住宅

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
散布地 中世・近世 溝状遺構 中世土師器片・近世擂鉢片

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
白拍子遺跡 郡元町 2688-3 ほか 31.745281 131.097644 2018.8.1 35㎡ その他開発 ( 不動産鑑定 )

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
散布地 中世・近世 溝状遺構 近世陶磁器片

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
高城 19 号墳 高城町有水 2833-2 31.855964 131.128684 2018.8.16-24 24㎡ 墳丘保全

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
古墳 古墳 古墳・周溝 須恵器片 宮崎県指定史跡

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
都城跡（中之城） 都島町 863-1 ほか 31.714913 131.049936 2018.9.11 6㎡ その他開発 ( 不動産鑑定 )

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
城館跡・集落跡 なし なし なし

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
犬王遺跡 山之口町富吉 6483-2 ほか 31.756236 131.144732 2018.11.27 24㎡ 農業基盤整備事業 ( 畑地かんがい事業 )

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
散布地 縄文・古代 柱穴 縄文土器片・古代土師器片

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
遺跡枠外（下川東四丁目）下川東四丁目 4037 ほか 31.748403 131.069312 12/12-13 85㎡ 公園

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
遺跡枠外 古代・中世 水田跡 古代・中世土師器片・古代須恵器片 新規：中尾下第 2 遺跡

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
遺跡枠外（都城西飛行場跡）都原町 7427 31.734072 131.043628 2018.12.25 6㎡ 道路

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
遺跡枠外 なし なし 近現代陶磁器

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
郡元西原遺跡 郡元町 3337 ほか 31.741603 131.094474 2018.10.29-12.25 113㎡ 遺跡範囲確認

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
集落跡 古代・中世 大型溝状遺構・溝状遺構・柱穴 白磁片・東播系須恵器片・古代・中世土師器片

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因
切畑第 3 遺跡 美川町 31.784637 130.981694 1991.7.16-20 9㎡ 道路

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
その他の遺跡 中世 なし なし 工事中に青花磁器瓶発見
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